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Abstract A taxonomic review of the scorpionfish genus Scorpaenopsis in Japan-
ese waters recognizes 12 species as valid: viz., S. cirrosa, S. cotticeps, S. diabolus, 
S. macrochir, S. neglecta, S. orientalis, S. oxycephala, S. papuensis, S. possi, S. ra-
maraoi, S. venosa and S. vittapinna. Of these, S. oxycephala, S. ramaraoi and S. 
vittapinna are reliably reported from Japan for the first time, including the north-
ernrnost record of each. Distributional ranges in Japanese waters of four other 
species are extended, viz. S. macrochir (northernmost record from Sesoko Island 
off Okinawa Island, Ryukyu Islands; new record from the Ogasawara Islands), S. 
papuensis (northernmost record from Wakayama Prefecture; new records from Iri-
omote Island, Ryukyu Islands and Amami-oshima, Kagoshima Prefecture), S. 
possi (new records from Kerama Islands and Izu Islands) and S. venosa (northern-
most record from Kochi Prefecture). Three species, previously identified by Japan-
ese researchers as S. cirrosa (Ryukyu Islands var.), S. brevifrons, S. oxycephala 
and Scorpaenopsis sp., are herein re-identified as S. possi, S. vittapinna, S. papuen-
sis and S. venosa [or S. possi (part)], respectively. Five new standard Japanese 
names are proposed for S. macrochir, S. orientalis, S. oxycephala, S. ramaraoi and 
S. venosa. The configuration of a bulge on the snout and posterior nostrils found in 
S. macrochir constitute a newly-recognized diagnostic character for the species. 
Each of the above 12 species is redescribed on the basis of specimens collected 
from Japanese waters and compared with each other in detail. A key to the species 
of Japanese Scorpaenopsis is included.

*Corresponding author: Ichthyology, Division of Aquatic Zoology, Australian Mu-
seum, 6 College Street, Sydney, New South Wales 2010, Australia (e-mail:

カ
サ ゴ 目フサ カサ ゴ科 オニ カサ ゴ属魚 類(Scor本

paeniformes: Scorpaenidae: Scorpaenopsis) は

イ ン ド ・太平 洋 の熱帯 か ら温帯 の沿岸 域 に広 く分

布 し(Randall amd Eschmeyer,2002),一 部 の種 は重

要 な水 産 資 源 で あ る.オ ニ カサ ゴ属(タ イ プ種

Scorpaena nesogallica Cuvier in Cuvier and Valenci-

ennes,1829)はHeckel(1837)に よ っ て記 載 され,

背 鰭 が12棘9軟 条 で あ る こ と,轡 鰭 が3棘5軟 条

である こと,腹 鰭 が1棘5軟 条 であるこ と,眼 下骨

棘 が3-5本 で あ る こ と,耳 棘が あ る こと,不 対鰭
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の軟 条が 分岐 す る こと,胸 鰭の 下方条 が不分 岐 で

ある こ と,側 線が 尾柄 部後縁 まで延 びる こ と,お

よび 口蓋 骨歯 が ない こ とな どに よって特 徴付 け ら

れる(Poss,1999;Randall and Eschmeyer,2002;Mo-

tomura and Senou,inpress).

日本 におけ るオニ カサ ゴ属魚 類 の分 類学 的研 究

の歴史 は比較 的古 一,日 本産 の標本 に基 づ きオニ

カサ ゴPerca cirrosa(の ち にScorpaenopsisへ 改 属)

を記載 したThunberg(1793)に 始 ま り,Doderlein in

 Steindachner and Doderlein(1884),Jordan and

 Starks(1904),Matsubara(1943),松 原(1955),

Nakabo et al.(1993)な どの研 究 を経 て,当 時知 ら

れ る 日本 産種 全 て を網 羅 した中坊(1993)に よ って

7種 が知 られる に至 った(Table1).

最 近,Randall and Eschmeyer(2002)は イ ン ド ・

太平 洋広 域 か ら得 られた多 数の標 本 に基 づ きオニ

カサ ゴ属魚 類 の分 類学 的 再検討 を行 い,8新 種 を

含 む24種 を有 効種 と して認 め,日 本 を タイプ産地

とす るS.orientalisと 日本産 の1標 本 をタイプ標本

と して含 むS.possiを 新 種 と して記載 し,さ らに,

Smacrochir,S.papuensis,お よ びS.venosaを 初 め

て 日本 か ら報 告 した.そ の後,Motomura(2004)

とRandall and Greenfield(2004)に よ っ て2新 種 が

記載 され,現 在 オニ カサ ゴ属 は26種 が知 られてい

る.

本 研 究 では,日 本 か ら得 られ たオニ カサ ゴ属 魚

類の多 数 の標本 に基 づ き,詳 細 な分 類学 的検討 を

行 っ た.そ の 結 果,中 坊(1993,1995,2000)と

Nakabo(2002)に よ って報 告 された コガ タオニ カサ

ゴS .bmifrons,ウ ル マ カサ ゴS.oxycephala,ミ ミ

トゲ オニカサ ゴScorpaenosis sp.,お よ びオニ カサ

ゴS.cirrosaの 変 異型 は,そ れ ぞれS.vittapinna,

S.papuensis,お よ び後者2種 はS.possiと 再 同定

されたこと,S.oxycephala(ウ ル マカサゴではない),

S.ramraoi,お よ びS.vittapinnaが 日本 か ら初 めて

記録 された こ と,多 くの種 で分 布域 の拡大 が確認

され た ことな ど,多 一の新 知見 が得 られ たの で こ

こに報 告す る.本 研 究 に よって,日 本産 オニ カサ

ゴ属魚 類 は12種 とな り,そ の 内の5種 に対 して新

標 準和 名 を提 唱 した(Table1).以 下 に,オ ニ カサ

ゴ属12種 を 日本産 の標本 に基づ き記載 し,本 研 究

で新 た に明 らか にな った分類形 質 をは じめ多 一の

形態 的特徴 か ら各種 の比較 を行 った.さ らに 日本

産 オニ カサ ゴ属魚 類 の種 の検 索表 を提示 した.

材 料 と 方 法

計 数 ・計 測 方 法 はRandall amd Eschmeyer(2002)

に,頭 部 の棘 の 名称 はEschmeyer(1969)を 和 訳 し

た 尼 岡(1984)に 従 っ た.な お,lacrimal ridge,

median interorbital ridge,occipital pit,お よ びsub-

orbitalpit(Randall and Eschmeyer,2002:fi9.1を 参

照)は 和 訳 が与 えられていなか ったため,そ れぞれ

涙骨 隆起,眼 隔域 中央 隆起,後 頭 窩,お よび眼下

縁窩 と した.Randall and Eschmeyer(2002)のextra

spine(眼 後 棘 内側 の耳棘前 方 に ある棘)の 和 訳 は

余棘 とした(Fig.14を 参 照).さ らに,眼 と上顎先

端 との 問の 吻背面 上 にあ り,前 上 顎骨 の上 向突 起

お よび吻 軟骨 か らなる膨 らみ を吻膨状 部(bulge on

snout)と した(Fig.16を 参 照).標 準 体 長 は体長 と

省 略 した.緒 言で述 べ た属 の標徴 とな る形質 お よ

び 日本 産 オニ カサ ゴ属魚 類 に共通 す る形 質 は,種

の記載 では省 略 した.体 各部 の比率 と計 数値 はそ

れぞ れTable2とTables4-5に 示 し,種 の標徴 とな

る値 以外 は各種 の記載 で は省 略 した.記 載 では計

数値 の最 頻値 お よび計 測値 の平均 値 を丸 括弧 内 に

記 した.本 属 魚類 の体色 は生 息環境 に よって個 体

ご とに著 し く異 なるため,種 の特徴 を示 す安 定 し

た斑 紋 のみ を記 載 した.シ ノニ ム リス トには各種

の原 記 載 と 日本産本 属魚 類 の記 載 に関 る ものの み

を列 挙 した.研 究 機 関 の 略 号 は高 知 高 等 学 校

(KSHS)と 宮 崎大 学 農学 部 水 産科 学 講 座(MUFS)

を 除 い てEschmeyer(1998)に 従 った.本 研 究 で参

照 した水 中写 真 は,神 奈川県 立生 命 の星 ・地球博

物館 の魚類写 真資 料 デー タベ ース(KPM-NR)に 登

録 され てい る.

Scorpaenopsis cirrosa (Thunberg)

オニカサゴ

(Figs. 1, 13A, 14A, 15A, Tables 1-5)

Perca cirrosa Thunberg, 1793: 199, pl. 7 (original lo-

 cality: near Nagasaki; type locality: Miyake-jima, 

Izu Islands, based on a neotype designated by Ran-

 dall and Eschmeyer, 2002).

Scorpaena cirrhosa (sic): Temminck and Schlegel,

 1843: 42, pl. 17, fig. 2 (Nagasaki).

Scorpaenopsis cirrhosuS(sic):Jordan and Snyder,

1901:99(Nagasaki).

Scorpaenolpsis cirrhosa(sic):Jordan and Starks,1904:

136(Wakayama and Nagasaki);岡 田 ・ 松 原,

1938:308(inpart;南 日 本);Matsubara,1943:

320,fig.112(inpart;Nagasaki,Shimonoseki,Kobe

 and Numazu);松 原,19551084(impart;本 州

中 部 以 南);益 田 ほ か,1975:142J,338(inpart;

千 葉 県 お よ び 新 潟 県 以 南);清 水,1984:301,pl.
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280J(in part;南 日本);中 坊,1993,1995:501

(琉 球 列 島 を 除 く 南 日 本);平 田 ほ か,1996:34

(高 知 県 柏 前島);Motomura andIwatsuki 1997:

130,fig.IE(Meitsu,Nanngo,Miyazaki);鈴 木 ほ

う,2000:22(兵 庫 県 浜 坂 町).

Scorpaenopsis crro,sa:中 坊,2000:576(琉 球 列 島

を 除 く 南 日 本);村 井前,2001:174(高 知 県 以 布

利);Randall and Escllmcyer,200217.pls.2C-D,

10E(Miyazaki,Nagasaki,Kochi, W,akayama,

Miyake-jima);Naｋabo,2002:576(Pacific coast of

 southern Japan).

標 本45個 体,体 長41-219mm:BPBM18970,

Perc cirrosa,の ネ オ タ イ プ,2131mm,伊 豆 諸 島 三

宅 島;BSKU9477,1311mm,高 知 県 須 崎 市;

BSKU12548,1471mm,高 知 県 土 佐 市宇 佐;

BSKU37581,2191mm,鹿 児 島 県;BSKU38503,

179mm,和 歌 山 県 串 本 町;BSKU41710,200mm,

高 知 県 横 浪 半 島 池 ノ 浦;FRLMl703,190mm,

二 重 県 志 摩 町 和 具 沖;FRLM2409,200mm,三

重 県 志 摩 町 和 具 沖;FRLM7822,42mm,三 重 県

志 摩 町 和 具 漁 港;FRLM11031,186mm,三 重 県

志 摩 町 越 賀 沖;FRLM 13724,126mm,三 重 県 志

摩 町 英 虞 湾 座 賀 島;FRLM17138,202mm,三 重

県 志 摩 町 和 具 沖l(以 下,三 重);FRLM21020,

148nlm,三 重;FRLM24432,191mm,こ 重;

FRLM26231,206mln,こ 重;FRLM26232,204

mm,三 重;KPM-NI40,187mm,神 奈 川 県 真 鶴

町;K.PM-NI5480,151mm,三 重 県 度 会 郡 南 島

町;MUFS8104,176mm,宮 崎 県 延 岡 市 土 々

呂;MUFS 11433,154mm,宮 崎県 南 郷 町 目 井 津

(以 下,宮 崎);MUFS12412,149mm,宮 崎;

MUFS12811,192mm,宮 崎;MUFS12817,180

mm,宮 崎;MUFS 12869,196mm,宮 崎;

MUFS12871,204mm,宮 崎;MUFS12872,199

mm,宮 崎;MUFS 12873,1951mm,宮 崎;

MUFS12875,189mm,宮 崎;MUFS12876,204

mm,宮 崎;MUFS 12877,197mm,宮 崎;

MUFS 12878,183mm,宮 崎;MUFS12879,193

mm,宮 崎;MUFS12966,200mm,宮 崎;

MUFS13181,1871mn,宮 崎;MUFS13183,160

mm,宮 崎;MUFS13442,140mm,宮 崎;

MUFS13443,131mm,宮 崎;MUFS13468,176

mm,宮 崎;MUFS13469,192mm,宮 崎;

MUFS14986,148mm,宮 崎;NSMT-P6077,

182mm,長 崎 県 対 馬 豆酘;NSMT‐P6189,181

mm,長 崎 県 対 馬 西 泊 湾;NSMT-P61838,41mm,

Fig. 1. Scorpaenopsis cirrosa. A, FRLM 7822, 42

mm SL, Wagu, Shima, Mie; B, MUFS 13442, 140 mm

 SL, Meitsu, Nango, Miyazaki; C, FRLM 11031, 186

mm SL, off Koshika, Shima, Mie.

伊豆 諸 島八 丈 島神 湊 港;OMNH14252,159mm,

鹿 児 島 県 曽 於 郡 志 布 志 町;OMNH14253,189

mm,鹿 児 島 県曽於 郡志 布志 町.

記載 胸鰭条数 は17-19(18).側 線上 方鱗横 列

数は54-62(57).吻 長は頭 長の28.9-32.8%(30.7%).

頭部各棘は鋸歯状を呈 さない.涙 骨隆起の先端は

皮膚 に埋没する.眼 下縁窩は浅い.吻 膨状部の後

縁は後鼻孔後縁 に達 しない.前 頭骨隆起は良 く発

達 し,後 鼻孔後方から延 び耳棘基底前方を越える.

眼隔域 中央隆起は良 く発達する.眼 隔域 は浅 く,

体側面か らみて,眼 の上方約1/4が 頭部の輪郭か

ら突出する.眼 隔幅は眼窩径より小さい.後 頭窩

は極めて浅 く,そ の前縁の隆起は背面か らみて後

方 に湾入 し,後 縁 を縁取る隆起線は不明瞭,あ る

いは欠如する.額 棘はない.主 鯉蓋骨 上方棘の後

端は単尖頭.主 鰓蓋骨上方棘 と下方棘の間はふつ

う無鱗であるが,ご く稀(45個 体中2側個体)に 極め

て微小 な鱗がある.最 長背鰭棘は第4‐5棘(45個

体中25個 体は第5棘 が最長).臀 鰭第2棘 は第3棘

よりやや長い.胸 部 と腹部 を除 く体 と各鰭 に小 さ
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な黒色斑点が散在する.

分 布 本種 は東 アジアの固有 種 で,日 本,中 国,

お よ び香 港 か ら報 告 され てい る(RandallandEs-

chmeyer,2002).日 本 では,千 葉 ・新潟 両県 か ら鹿

児 島 県 の 沿 岸 域,お よび 伊 豆 諸 島 に分 布 す る

(Table3).RandallandEschmeyer(2002)が 台 湾 か

らS.cirrosaと して報告 した3標 本(BPBM23066,

体 長135-150mm)はS.ramaraoiの 誤 同定 で あ る

(A.YSuzumoto氏,私 信).

備 考 本 標 本 は,RandallandEschmeyer(2002)

に よ っ て 指 定 さ れ たPerca cirrosa(=Scorpaenopsis

cirrosa)の ネ オ タ イ プ(BPBM18970,体 長213mm),

お よ び 彼 らのS.cirrosaの 記 載 と 良 く 一致し た.な

お,RandallandEschmeyer(2002)はThunberg

(1793)に よ る オ ニ カ サ ゴScorpaeｎopsiscirrosaの 原

名 をScorpaenacirrosaと して い る が,.Perca cirrosa

が 正 し い.

中坊(1993,1995,2000)とNakabo(2002)は,胸

鰭 内側 の色 彩 を本種 の分類形 質 の1つ と して用 い

てい るが,変 異 が極 めて大 きい ため分類形 質 と し

て は適 さ ない ことが 明 らか になった.ま た,中 坊

(1993,1995,2000)とNakabo(2002)は,オ ニ カサ

ゴを琉球 列 島の個体 群 と同列 島 を除 く南 日本 に分

布す る個体 群 とに区別 し,暫 定 的 に前者 を変 異型

と した.し か し,こ の変異 型 は ミミ トゲ オニ カサ

ゴS.possiに 再 同定 された(後 者 の備 考参 照).

Scorpaenopsis cotticeps Fowler

ヒメサツマカサゴ

(Fig.2;Tables1-5)

Scorpaenopsis cotticeps Fowler, 1938: 65, fig. 27 (type

 locality: Tinatka Island, Sulu Archipelago, Philip-

pines); Randall and Eschmeyer, 2002: 18, pls. 3A—B

 (Indo—West Pacific; Tsushima Islands, Nagasaki and
 Izu Oceanic Park, Futo, Ito, Shizuoka).

Scorpaena Picta(notofCuvier):清 水,1984:301,pl.

280G(相 模 湾 以 南).

Sconpaenopsis zanzibarensis(not of Playfair):益 田 ほ

か,1975:142G,338(相 模 湾 以 南).

Scorpaenopsis iop Nakabo,Senou and Masuda,1993:

29,figs.1-2(type locality:Izu Oceanic Park,Futo,

Ito,Shizuoka;synonymized by Randall and Es-

chmeyer,2002);中 坊,1993,1995:500(三 浦 半

島,伊 豆 半 島,徳 島 県 牟 岐,対 馬);平 田 ほ か,

1996:34(高 知 県 柏 島);中 坊,2000:575(三

浦 半 島,伊 豆 半 島,徳 島 県 牟 岐,対 馬);

Nakabo,2002:575(Miura,IzuPeninsula,Mugiof

Tokushima and Tsushima).

標 本7個 体,体 長20-62mm:FAKU-S188,

Scorpaenopsis iopの パ ラ タイ プ,58mm,長 崎 県

対 馬;FAKU-S192,S.iopの パ ラタイプ,62mm,

長 崎 県対 馬;FAKU57333,S.iopの パ ラ タイプ,

20mm,静 岡 県 伊 東市富 戸 伊豆 海 洋公 園;FAKU

58788,S.iopの ホ ロ タイプ,57mm,静 岡 県伊東

市 富戸 伊豆 海洋公 園,30m;EへKU59113,Siop

の パ ラ タイ プ,36mm,静 岡 県 伊東 市富戸 伊豆 海

洋 公 園,水 深25-30m;KSHS22103,26mm,高

知 県大 月 町柏 島;KSHS23705,33mm,高 知 県

大 月 町柏 島.

記載　 胸鰭条数は16-17(17).有 孔側線鱗数は

16-8(17).側 線上方鱗横列数は33-38(36).体 高

は体長の35.2-42.2%(40.0%).眼 隔幅は狭 く,頭

長 の12.3-5.7%(13.5%)で 眼窩径 より小 さい.頭

部各棘 は鋸歯状を呈さない.涙 骨隆起の先端 は皮

膚 に埋没する.涙 骨下縁 の後方棘 は単尖頭.眼 下

縁窩前方は深 く窪 む.吻 膨状部の後縁 は後鼻孔後

縁 を越 える.前 頭骨隆起は眼前棘基底後方か ら延

び,耳 棘基底 と連絡する.眼 隔域中央隆起はない.

後頭窩はやや深 く(体 長20mm以 下の個体はやや

浅い),そ の前縁の隆起 は背面からみて後方に湾入

し,後 縁 を縁取 る隆起線は不明瞭.額 棘はふつ う

ないが,7個 体 中2個 体は左側にのみ額棘を1本 も

つ.主 鯉蓋骨上方棘の後端は2-3尖 頭.主 鯉蓋骨

上方棘 と下方棘の間は無鱗.背 鰭基底前方で体の

背縁が隆起 しない.最 長背鰭棘は第牛5棘.磐 鰭

第2棘 は第3棘 よりやや短い.

分 布 本種 は西 部 イ ン ド洋(セ イシェル,ソ マ

リア,ア デ ン湾)と 西 部太平 洋(日 本,南 シナ海,

フ ィリピ ン,オ ース トラ リア北東 部)か ら報告 され

て い る(Randall and Eschmeyer,2002).日 本 で は,

静 岡県伊 東 市,徳 島県 牟 岐 町 大 島,長 崎 県対 馬

(Nakabo et al.,1993),三 浦 半 島(中 坊,1993),お

よ び高 知県 大 月町柏 島(平 田ほ か,1996)か らの

記 録 があ る(Table3).伊 豆 半 島 の西 岸(沼 津市 ・

賀 茂村)や 北東 岸(熱 海市)か ら 水 中写 真 で多

数 報 告 さ れ て お り(例 え ば,KPM-NRl4066,

27307,27443),本 種 は伊豆 半 島周 辺 に も多 数生息

してい る と思 われ る.

備 考Nakabo et al.(1993)は 日本 産 の8標 本 に

基 づ きScorpaenopsis iopを 新 種 記 載 し,標 準 和名

ヒメサ ツマ カサ ゴを提 唱 した.そ の後S.iopは 有

効 種 と し て扱 わ れ て き た(中 坊,1993,1995,

2000;平 田 ほか,1996;Nakabo,2002).し か し,fw290168_0013_m
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Fig. 2. Scorpaenopsis cotticeps. FAKU 58788 

(holotype of S. iop), 57 mm SL, Izu Oceanic Park. 
Futo, Shizuoka.

Randall and Eschmeyer (2002)は タ イプ標 本 を 含む

分 布範 囲広域 か ら得 られた 多数 の標 本 に基づ き,

S. iopをS. cotticepsの 新 参 シ ノ ニ ム と し た.

Nakabo et al. (1993)はS. iopと2個 体のS. cotticeps

を比 較 し,体 各部の計 測 値の僅 か な相違 と背鰭前

方鱗 数 の相違(前 者が4vs.後 者 が5-6)に 基 づ いて

両 種 を識 別 したが,計 測値 の相違 はS.cotticepsの

変 異 内 に含 まれ る(Randall and Eschmeyer, 2002).

さ らに,高 知 県 か ら得 られた1標 本(KSHS 22103,

体 長26mm)はNakabo et al. (1993)に よ りS. iopの

特 徴 とされた形 質 を示 す に もか かわ らず,背 鰭前

方鱗数 が6で あ り,こ の 形 質 に よっ て両 名義 種 を

区別 す る こ とは 出来 な い こ とが 明 らか にな った.

したが って,本 研 究 ではS. iopをS. cotticepsの 新

参 シノニ ム とするRandail and Eschlneyer (2002)の

見 解 を支持 す る.本 種 の標準 和 名は ヒメサ ツマ カ

サ ゴとす るのが妥 当であ る.

Scorpaenopsis diabolus (Cuvier)
ニライ カサゴ(改 称)

(Fig. 3; Tables 1-5)

Scoipaena thabolus Cuvier in Cuvier and Valenci-

ennes, 1829: 312 (type locality: New Guinea).

Scorpaenopsis diabolus: Takantura, 1990: 19 (in part;

Okinawa Island and Kerama Islands);中 坊,1993,

 1995: 500(琉 球 列 島);本 村 ・ 岩 槻,2000: 2,

 fig. 1(宮 崎 県 南 郷 町 目 井 津 大 島);中 坊,2000:

 575(高 知 県 以 布 利,日 向 灘,琉 球 列1島);村

井,2001: 174(高 知 県 以 布 利);Nakabo, 2002:

 575 (Ryukyu Islands).

標 本29個 体,体 長42-233mm: EAKU 63642,

 65mm,小 笠 原 諸 島 父 島 宮 ノ 浜;KPM-NI 3050,

 42111m,伊 豆 諸 島 八 丈 島 大 賀 郷 ナ ズ マ ド; MUFS

 12969, 91mm,奄 美 大 島;MUFS 14015, 169

mm,宮 崎 県 南 郷 町 日井 津 大 島 西(以 下,宮

崎);MUFS 14145, 171mm,宮 崎;MUFS 14735,

 181mm,宮 崎;MUFS 16395, 190mm,宮 崎;

NSMT-P 32845, 233mm,小 笠 原 諸 島 父 島 宮 ノ

浜;URM-P 3962, 78mm,沖 縄 島 那 覇,タ イ ド

プール;URM-P 7128, 139mm,慶 良 問列 島安 室.

島 東,水 深6m;URM-P 15117, 102mm,沖 縄

島読 谷村真 栄 田岬,タ イ ドプール;URM-P 15236,

 53mm,沖 縄 島読 谷村 真栄 田岬,タ イ ドプ ール;

URM-P 15562, 173mm,沖 縄 鳥 知 念村;URM-P

 15651, 177mm,沖 縄 島 知 念 村;URM-P 17114,

 1541nm,沖 縄 島知 念村;URM-P 17221, 189mm,

沖 縄 島知 念村;URM-P 17287, 91mm,沖 縄 島読

谷村 真栄 田岬,タ イ ドプー ル;URM-P 18300, 90

mm,沖 縄 島 読 谷 村 真 栄 円岬,タ イ ドプ ー ル;

URM-P 18477, 97mm,沖 縄 島 読 谷 村 真 栄 田 岬,

タ イ ドブー ル;URM-P 19487, 176mm,沖 縄 島読

谷 村 残 波 岬;URM-P 21234, 172mm,沖 縄 諸 島

水納 島,6m; URM-P 21235, 106mm,沖 縄 島 中

ノ瀬;URM-P 23596, 164mm ,沖 縄1島 恩 納 村;

URM-P 26783, 131mm,沖 縄 島 読 谷 村 残 波 岬;

 URM-P 26784,731nm,沖 縄 島読 谷村 残波 岬 南:

URM-P 28785, 51mm,沖 縄 島読 谷 村 真 栄 田岬,

タ イ ドプール; URM-P 30836, 121mm,沖 縄 島読

谷村 残 波 岬;URM-P 32956, 205mm,沖 縄 島北

谷 町 砂 辺;URM-P 36932, 57mm,沖 縄 島 那 覇

市.

記 載 胸 鰭条 数 は18.側 線 上方 鱗横 列数42-45

 (44).鯛 杷 数 は12-15 (13).吻 長 は 頭 長 の

29.6-35.8% (31.9%).眼 隔 幅 は頭 長 の20.4-25.3%

 (22.6%)で,眼 窩 径 よ り大 きい.眼 窩 径 は頭 長 の

14.4-199% (16.3%).涙 骨 隆 起 は鋸 歯 状 を呈 し,

そ の 先端 はふつ う露出 するが,稀 に先 端が 皮 下に

埋 没す る.涙 骨 下縁 には2棘 あ り,幼 魚で は単尖

頭 だが,成 魚 で は稀 に複 尖頭.眼 下骨 棘 は4本 で

鋸 歯状 を呈 し,成 長に伴 いそ れぞれが 繋が り,鋸

歯状 の1隆 起 線 を形 成す る.眼 下縁 窩 前方 は深 く

窪 む.鼻 棘 は鋸 歯状 を呈 さず,2-7尖 頭 を有 す る.

成 長 に伴 い鼻棘 の 尖頭 数 は多 くなる傾 向が あ る.

吻 膨状 部 の後縁 は後 鼻孔後 縁 に達す るか僅 か に越

え る.前 頭 骨 隆起 は眼前棘 基底 中央 か ら眼 上棘 基

底後方 に達 する.眼 隔域 中央隆 起はない.眼 前 棘,

眼 上 棘 お よび眼後 棘 の縁辺 は鋸 歯状 を呈す.耳 棘

の基 底 は眼 上棘 と眼後 棘 の基底 と癒 合す る.後 頭

窩 は深 く,そ の前縁 の 隆起 は背 面か らみて後 方 に

湾 入 し,後 縁 を縁取 る隆起線 は良 く発達す る.額

棘 はふつ うないが,痕 跡 的 な額棘 を片側 だ け もつ
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個体(29個 体 中4個 体)と 両側 に よ く発達 した額

棘 を もつf固体(4個 体;全 て宮 崎県産)も み られる.

E後 側 頭棘 はふ つ う2尖 頭 だが,ご く稀 に3尖 頭.

体 長 約180mm以 上の大 型個 体 は 上後側 頭 棘が 鋸

歯状 を呈 す.頭 頂棘,頸 棘翼耳 骨,下 後 側頭 棘お

よび上擬 鎖骨 棘 は鋸 歯状 を呈す.主 鯉蓋 骨上方 棘

の後 端 は5-10尖 頭,下 方棘 は3-8尖 頭.主 鯉蓋 骨

上方棘 と 下方棘 の問 は無鱗.背 鰭基 底 前方 で体 の

背縁 が 著 し く隆起す る.最 長 背鰭 棘 は第3棘.轡

鰭 第2棘 は第3棘 よ り長 い.胸 鰭 内 側 の第1鰭 条

か ら第6鰭 条 まで の鰭膜 の外縁 付 近 に眼 径 よ り大

きい長 楕 円形 の1黒 斑 が ある.胸 鰭 内側 の 基底 上

方の鰭 膜 お よび鰭 条部 に眼径 よ りや や大 きい1黒

斑が あ る個 体(29個 体 中13個 体)と 黒斑 が ない個

体(16個 体)が あ る。 胸鰭 内側 の基底 部 に は明瞭

な黒斑 はな く,ま だ ら模様 を呈 す,体 長約110mm

以 下の幼魚 は,背 鰭棘 部基底 中央 か ら胸鰭基 底 を

通 り,胸 部 にかけ ての体側 上を眼 径 よ り太い1黒

色帯 が 斜め に走 る.

分 布 本種 は南 アフ リカか らマル キー ズ諸 島 に

か け て の イ ン ド ・太平 洋域 に 広 く分布 す る(Ran-

dall and Eschmeyer, 2002).日 本 で は,琉 球 列 島

(中 坊,1993;本 研 究),宮 崎 県 南郷 町(本 村 ・岩

槻,2000;本 研 究),高 知 県 ⊥ 佐 清 水市 以布 利

(村 井,2001),伊 豆諸 島 八丈 島(本 研 究),お よ

び小 笠 原諸 島(Randall and Eschmeyer, 2002;本 研

究)に 分 布 す る(Table 3).本 種 と して査 定 され る

水 中写 真 が鹿 児 島県桜 島(KPM-NR 11710)と 高 知

県柏 島(KPM-NR 27076)か ら も記録 され てい る.

備 考 本 研究 で調査 した標 本は,Eschmeyer and

 Randall (1975)とRandall and Eschmeyer (2002)に よ

るS. diabolusの 記 載 と良 く一致 した.

Eschmeyer and Randall (1975)は,本 種 の 中で胸

鰭 内側 の基 底上 方の鰭 膜お よび鰭 条 部 に大 きい黒

斑(Eschmeyer and Randall, l975: fig. 17b)を 有 す る

もの をハ ワ イ個体 群 と認 識 し,そ の 他の地 域 の個

体群 と区別 した.し か し,本 研 究で 日本 産S. dia-

bolusの 胸 鰭 を調 査 した結果,上 述 の黒 斑 が あ る

1固体(13個 体 〉と黒 斑 が ない 個体(16個 体)の 比

率 はほ ぼ 同 じであ り,地 域差 もみ られ なか っ た.

一 方
,Randall and Eschmeyer (2002)は,胸 鰭 内/則

の色彩 にみ られ る変異性 に関 して言 及 してお らず,

今 後 の再検 討が必 要で ある.

Randall and Eschmeyer (2002)は,マ ルキ ーズ諸

島 に固有の 小型種S.pusilla Ralldall and Eschmeyer,

 2002が オ ニ カサ ゴ属魚類 の 中で額棘 を もつ唯 一の

種で ある と してい るが,本 研 究で 調査 した琉 球列

A

B

C

D

E

Fig. 3. Scorpaenopsis diabolus. A, URM-P 36932, 

57mm SL, Naha, Okinawa Island; B, URM-P 21235,

 106mm SL, Nakanose, Okinawa Island; C, URM-P 

30836, 121mm SL, Zanpamisaki, Okinawa Island; D. 

MUFS 16395, 190mm SL, Oshima off Meitsu. 

Nango, Miyazaki; E, URM-P 32956, 205mm SL. 

Sunabe, Okinawa Island.
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島産S.diabolusの3個 体 は片側に痕跡的な額棘 を

もち,宮 崎県産の4個 体 は両側 によ く発達 した額

棘 をもつ.

本種の体長約110mm以 下の幼魚は,背 鰭棘部

基底 中央か ら胸鰭基底 を通 り,胸 部にかけて体側

上 を斜めに走る太い1黒 色帯があることが確認 さ

れた.こ の黒色帯 は標本の固定状態 と保存期間に

よって退色,あ るいは消失す ることがある.本 種

にみ られる幼魚時のこの特徴は,こ れまで報告 さ

れていなかった.

セムシカサゴの改称 中坊(1993)は 本種の標準

和名 としてセムシカサゴを提唱 した.し かし,「せ

むし(傴 僂)」 は,背 骨が後方に湾曲して前かがみ

になっていることを意味 し,身 体障害者に対する

差別用 語 として社会 的 に広 く認 識 され(高 木,

1988;山 中,1992),学 術的名称であってもその

使用 に十分 な配慮が必 要 とされ ている(高 木,

1988,1999).し たがって,国 内で学名の代 わりに

用い られる生物の学術的名称 である標準和名(瀬

能,2002)と してはセムシカサ ゴは不適切 なもの

と判断 される.本 来,標 準和名の改称は標準和名

の安定性を損 うことにな り控 えるべ きである.し

か し,本 研究では日本産 オニカサ ゴ属魚類 を分類

学 的に再検討 し,5新 称 および4標 準和名 と学名

の対応の変更を含む大幅な名称の変更 を行 うこと,

標準和名セムシカサ ゴが提唱されてか ら約10年 と

まだ日が浅 く,改 称 による混乱を最小限に抑えら

れることなどか ら,こ こで,差 別用語に起因する

セムシカサゴを改称することが適切であると判断

した.本 研究では本種の標準和名 としてセムシカ

サゴにかわ り改称ニライカサ ゴを提唱する.「 にら

い」 とは,本 種の日本 における分布の中心である

奄美 ・沖縄地方の言葉で海の彼方あるいは海の底

を意味する.

Scorpaenopsis macrochir Ogilby

マルスベカサゴ(新 称)

(Figs. 4, 16A; Tables 1-5)

Scorpaenopsis macrochir Ogilby, 1910: 29 (type local-

 ity: Bulwer Island, Brisbane, Australia); Randall and

 Eschmeyer, 2002: 33 (Okinawa Island). 

Scorpaenopsis diabolus (not of Cuvier): Takamura,

 1990: 19 (in part; Okinawa Island). 

Scorpaenopsis neglecta (not of Heckel): Takamura,

 1990: 23 (in part; Okinawa Island).

標 本6個 体,体 長52-121mm:NSMTP31915,

2個 体,52-96mm,小 笠 原諸 島父 島境 浦海 岸,水

深2m;URM-P3964,121mm,沖 縄 諸 島 瀬 底

島;URM-P23177,118mm,沖 縄 島読 谷 村 残 波

岬,1m;URM-P30178,93mm,沖 縄 島恩 納 村

屋 嘉 田;USNM266246,114mm,沖 縄 島糸 満市.

記載 胸 鰭条数 は17-18(17).側 線上方 鱗横

列 数は42-46(43).鯉 耙数は14-15(14).吻 長 は

頭 長 の26.2-30.0%(28.8%).眼 隔 幅 は頭 長 の

21.5-24.1%(22.7%)で,眼 窩径 より大 きい.眼 窩

径 は頭長の19.4-23.1%(20.7%).頭 部 の各棘はふ

つう鋸歯状 を呈 さないが,稀 に微細 な鋸歯状 を呈

す.涙 骨隆起の先端はふつう露出するが,稀 に皮

下に埋没する.眼 下縁窩前方は深 く窪む.鼻 棘は

鋸歯状 を呈 さず,1-3本.吻 膨状部の後縁 は後鼻

孔後縁 を越 える.前 頭骨隆起は発達 し,後 鼻孔後

方から耳棘基底前方 に達す る.眼 隔域中央隆起は

ない.眼 後棘の縁辺は稀 に鋸歯状を呈す.耳 棘の

基底 は眼上棘 と眼後棘の基底 と癒合する.後 頭窩

はやや深 く,そ の前縁の隆起 は背面からみて後方

に湾入 し,後 縁 を縁取 る隆起線は良 く発達する.

額棘 はない.上 後側頭棘は単尖頭.主 鯉蓋骨上方

棘の後端は2-3尖 頭(7個 体 中1個 体の右側主鯉蓋

骨上方棘の後端は単尖頭).主 鯉蓋骨上方棘 と下

方棘の間は無鱗.背 鰭基底前方で体の背縁が著 し

く隆起する.最 長背鰭棘は第4棘.臀 鰭第2棘 は

第3棘 よ り長い.胸 鰭内側 の外縁付近に1黒 色帯

がある.こ の黒色帯は上方ほど濃い.胸 鰭内側の

基底部 には眼窩径 よ り小 さい複数の黒斑が散在す

る.

分 布 本 種 は フ ィリピ ン ・イ ン ドネ シア ・オー

ス トラ リアか らマ ルキー ズ諸 島か けての太 平洋 域

に広 く分布 し,イ ン ド洋 か らはモ ー リシ ャス産 の

幼 魚1個 体 の み が 知 られ てい る(Randall and Es-

chmeyer,2002).日 本 で は本 種 は 沖 縄 島(Randall

 and Eschmeyer,2002;本 研 究)と 小 笠 原 諸 島父 島

(本研 究)に 分布 す る(Table3).沖 縄 諸 島瀬底 島か

ら得 られた1標 本(URM-P3964,体 長121mm)は,

本 種 の標 本 に基づ く分 布 の北 限記録 で あ る(本 研

究).

備 考 本 研 究 で調 査 した標 本 は,Randall and

 Eschmeyer(2002)に よるS.macrochirの 記 載 と良 く

一 致 した .本 種 は,同 属 の サ ツマ カサ ゴS.ne-

glectaと 形 態 的 に非 常 に類似 し,日 本 では,こ れ

まで後 者 と誤 同定 され て いた(例 え ばTakamura,

1990).最 近,本 種 は1標 本(USNM 266246,114

mm)に 基 づ き,Randall and Eschmeyer(2002)に

よ って初 め て 日本 か ら報告 されたが,標 準和 名が
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Fig 4. Scorpaenopsis macrochir. A, URM-P 30178.

 93 mm SL, Yakata, Okinawa Island: B, URM-P 23177. 

118 mm SL, Zanpamisaki, Okinawa Island.

与えられていない.本 研究では,本 種の吻が短 く,

丸みを帯 びた頭部(マ ル),お よび頭部各棘が鋸歯

状 を呈さない(ス ベ)と いう特徴 にちなみ,本 種の

新標準和 名としてマルスベカサゴを提唱する.

Scorpaenopsis neglecta Heckel

サツマカサゴ

(Figs. 5, 16B; Tables 1-5)

Scorpaenopsis neglecta Heckel, 1837: 159 [type local-

ity: ostindischen Meeres (seas of East Indies)];

Takamura, 1990: 23 (in part; Ryukyu Islands); 中

坊, 1993, 1995: 500(南 日 本);平 田 ほ か,

1996: 34(高 知 県 柏 島);Motomura and Iwat-

suki, 1997: 130, 6g. IF (Meitsu, Nallgo, and

 Kushilna, Miyazaki);中 坊,2000: 575(南 日

本);Nakabo, 2002: 575(Pacific coast of southern

 Japan and Ryukyu Islands).

Scorpaena kagoshimcina DOderlein in Steindachner

 and DOderlein, 1884: 196 (type locality:

 Kagoshima); Jordan and Starks, 1904: 137 

(Kagoshima).

 Scorpaenopsis gibbosa (not of Bloch and Schneider):

岡 田 ・ 松 原, 1938; 308(in part;本 州 中 部 以

南);Matsubara, 1943: 322, figs, 113, 115 (in part;

 Tateyama, Hachilo-jima and Kagoshima);松 原,

1955; 1084(in part; イミ州 中 部 以 南 ・八 丈 島 ・沖

縄 本 島).

Scorpaenopsis diabolus (not of Cuvier):益 田 ほ か,

1975: 142L, 338 (in part:本 州 中 部 以 南);清 水,

1984: 301, pl, 280L (in part二 南 日 本).

標 本4g個 体,体 長25-183min: BSKU 51143,

 1091nm,高 知 県 土 佐 清 水 市 以 布 不IJ; BSKu 51147,

 127mm,高 知 県 十 佐 清 水 市 以 布 利;BsKu 56242,

 73mm,高 知 県 幡 多 郡 大 方 町 上 川 口 漁 港;BSKU

 87709, 159mm,高 知 県 土 佐 清 水 市 以 布 利;

FRLM 2291, 142mm,三 重 県 志 摩 郡 和 具;

FRLM 2359, 135mm,{重 県 志 摩 郡 和 具;

FRLM 2410, 163mm,三 重 県 志 摩 郡 和 具;

FRLM 3038, 66mm,沖 縄 島;FRLM 22166,

 62mn1,西 表 島 ク イ ラ 河 河 目;FRLM 26538,

 131mm,三 重 県 志 摩 郡 和 具;FRLM 28176,

103mm,三 重 県 志 摩 郡 英 虞 湾;KPM-NI 10239,

 128mm,静 岡 県 沼 津 市 内 浦;MUFS 4007, 113

mm,宮 崎 県 串 間 市 沖;MUFS 5433, 127mm,宮

崎 県 串 間 市 沖;MUFS 5681, 117mm,宮 崎 県 串

間 市 沖;MUFS 11719, 116mm,宮 崎 県 南 郷 町[1

井 津 大 島(以 下,宮 崎);MUFS 12765, 153mn1,

宮 崎;MUFS 12874, 176mm,宮 崎;MUFS

 12892, 121mm,宮 崎;MUFS 12897, 142mm,

宮 崎;MUFS 12950, 130mm,宮 崎;MUFS

 13410, 150mm,宮 崎;MUFS 13411, 144mm,

宮 崎;MUFS 13412, 144mm,宮 崎;MUFS

 13930, 139mm,宮 崎;MUFS 14068, 183mm,

宮 崎;MUFS 14324, 141mm,宮 崎;MUFS

 14371, 145mm,宮 崎;MUFS 14372, 107mm,

宮 崎;MUFS 14971, 1421nm,宮 崎;MUFS

 15497, 119mm,宮 崎;MUFS 15820, 144mm,

宮 崎;MUFS 16352, 158mm,宮 崎;MUFS

 16363, 128mm,宮 崎;MUFS 17879, 164mm,

宮 崎;NSMP 19126, 68mm,静 岡 県 伊 豆 半 島

城 ケ 崎;NSMT-P 30837, 110mm,静 岡 県 伊 豆 諸

島 三.宅 島 大 久 保;NSMTP 62078, 53mm,静 岡

県 伊豆 半 島 下 円 市 竜 宮 島;OMNH 8689, 1541nm,

和 歌 山 県 南 部 町 堺 漁 港;OMNH 9189, 163mm,

和 歌 山 県.南 部 町 堺 漁 港;OMNH 11450, 129mm,

和 歌 山 県[高 町 小 浦;OMNH 11451, 129mm,

和 歌 山 県 日 高 町 小 浦;URM-P 5139, 55mm,奄

美 大 島 古 仁 屋;URM-P 30206, 25mm,沖 縄1島 恩

納 村 屋 嘉 田;URM-P 32124, 94mm,沖 縄 島 海 中

道 路;URM-P 37338, 57mm,沖 縄 島 宜 野 湾 市;

URM-P 37782, 78mm,沖 縄 島 中 城 漁 港 内;
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URM-P 37803, 43mm,沖 縄 島1者 屋 我 地 島;

URM-P 39519, 105mm,沖 縄 島 中城漁港 内.

記 載 胸 鰭 条数 は16-18(17).側 線 上方 鱗横 列

数42-46 (44).鮒 杷 数 は12-16 (14).吻 長 は頭 長の

29.0-33.7% (31.4%).眼 隔 幅 は 頭 長 の20.8-27.2%

 (24.0%)で,眼 窩径 よ り大 きい.眼 窩 径 は頭 長 の

155-22.6% (18.2%).涙 骨 隆起 は 鋸 歯状 を呈 し,

そ の先端 はふ つ う皮 下に埋没 す るが,稀 に先 端 が

露 出す る.涙 骨 下縁 の2棘 はふつ う鋸歯 状 を旱す

が,幼 魚 では稀 に鋸歯 状 を呈 さない.眼 下骨頼 は

4本 でふ つ う鋸 歯状 を 呈す るが,幼 魚 で は稀 に鋸

歯 状 を呈 さな い.眼 下骨 棘 は成 長に伴 いそれ ぞれ

が繋が り,鋸 歯状 の1隆 起 線 を形 成す る.眼 下 縁

窩 前方 は深 く窪 む.鼻 棘 は鋸 歯状 を旱 し,2-12尖

頭 を有 す る.吻 膨状 部 の後縁 は後 鼻孔 後縁 を越 え

な い.前 頭骨 隆起 は発達 し,眼 前棘基底 中央 か ら

眼 上棘 基 底後 方に達す る.眼 隔域 中央隆起 はない。

眼 前棘,眼 上棘 お よび眼後 棘 の縁 辺 はふつ う鋸 歯

状 を旱す が,幼 魚 で は稀 に鋸 歯状 を呈 さない.耳

棘 の基底 は眼 上棘 と限 後棘 の基底 と癒 合す る.後

頭窩 は深 く,そ の前縁 の 隆起 は背 面か らみて後 方

に湾 入 し,後 縁 を縁 取 る隆 起線 は良 く発達 す る.

額 棘 はふ つ うないが,片 側 だけ にあ る個体(49佃

体 中5個 体)と 両側 にある個 体(10個 体)も み られ

る.上 後側 頭 棘 は単 尖頭.頭 頂 棘,頸 棘,翼 耳

骨,下 後 側頭棘 お よび 上擬 鎖骨 棘 は鋸 歯状 を呈す.

主 鯉蓋 骨 上方 棘 の後 端 は2-7尖 頭 。 主鮨 蓋骨 上 方

棘 と下 方棘の 問は無鱗.背 鰭 基底前 方 で体 の背縁

が著 しく隆起 す る.最 長 背 鰭棘 は第4棘.轡 鰭 第

2棘 は第3棘 よ り長 い.胸 鰭 内側 の外縁 付 近1こ1黒

色帯 が あ る.こ の 黒 色帯 は ヒ方 ほ ど濃 く,下 方

(第9-10か ら第17-|8軟 条 問の 鰭膜)の 黒 色帯 は

長期 間 の 固定 に よ り稀 に消失 す る.胸 鰭 内側 の基

底部 には眼窩 径 より小 さい複数 の黒斑 が散 在 する.

分 布 本種 は 東 イ ン ド洋(イ ン ドとオー ス トラ

リア西 岸)か ら西 太平洋(ニ ューギニ アを除 く東 南

ア ジ アお よび東 ア ジ ア)に 分布 す る(Ralldail and

 Eschmeyer. 2002).[本 で は中部 以 南 の 本州 太 平

洋側,伊 豆諸 島,四 国,九 州,琉 球列 島 に分布す

る(Table 3).

備 考 本 研 究 で調 査 した 標 本 は,Randall and

 Eschmeyer (2002)に よ るS. neglectaの 記 載 と良 く一

致 した.従 来報 告されて い る本種 の最 大体 長 は台

湾 産 の137mm (Randall and Eschmeyer, 2002)で

あ っ たが,本 研 究 で 用 い た標 本49個 体 中19個 体

が137mm以 上 で あ り,最 大 個 体 は183mm

 (MUFS 14068,宮 崎 県)で あ った.こ れ ら19個 体

Fig. 5. Scorpaenopsi,s. neglecta. A, NSMT-P 19126, 

68mm SL, Jogasaki, Shizuoka; B, MUFS 12892, 121 

mm SL, Mensit, Nango, Miyazaki; C, MUFS 16352, 

158mm SL, same locality as MUFS 12892.

は 全て宮 崎 県以北 で採 集 され て いる(標 本 の項 目

参照)こ と,香 港 以 南か ら採 集 ・報告 され た標 本

の体 長 は全 て120mm以 下(Randall and Eschmeye若

2002:37を 参 照)で あ るこ とな どか ら,本 種 は分 布

域 の北 方 ほ ど大型 化す る傾 向が あ る もの と考 え ら

れる.

Scorpaenopsis orientalis Randall

 and Eschmever

トウヨウウルマカサゴ(新 称)

(Figs. 6, 13B; Tables 1-5)

Scorpaenopsis oxycephala (not of Bleeker): Randall et

al., 1997: 16, pl. 4D (Ogasawara lslands);本 村 ・岩

槻, 2000: 3, Hg. 2(宮 崎 県 南 郷 町 目 井 津 大 島).

Sc.orpaenopsi.s. orientalis Randall and Eschmeyer.

 2002: 41, pls. 5B-C, 11C (type locality: Oshima.

 Meitsu, Nango, Miyazaki).
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標 本　 12個 体,体 長64-278mm:AMSI,

40743-001,Scorpaenopsis　 orientalisの パ ラ タ イ プ,

203mm,宮 崎 県 南 郷 町 目 井 津 大 島,水 深8m以

浅;BPBM35164,50rientallsの バ ラ タ イ プ,

75mm,小 笠 原 諸 島 兄 島 万 作 浜,15m;BPBM

35252,&αientalisの パ ラ タ イ プ,257mm,小 笠

原 諸 島 兄 島 滝 之 浦,201n;BPBM35341,S.ori-

entalisの バ ラ タ イ プ,64mm,小 笠 原 諸 島 弟 島,

12m;BPBM38850,S.orientalisの ハ ラ タ イ プ,

176mm,宮 崎 県 南 郷 町 目 井 津 大 島(以 下 宮 崎),

8m以 浅;CAS214202,S.oriemalisの ハ ラ タ イ プ,

220mm,宮 崎,8m以 浅;MNHN2001-458,S.

orientalisの バ ラ タ イ プ,197mm,宮 崎,8m以

浅;MUFS14065,S.olienialisの パ ラ タ イ プ,

278mm,宮 崎,8m以 浅;MUFS16338,S.orien-

taliyの バ ラ タ イ プ,206mm,宮 下崎,8mエ リ、浅;

MUFS16392,S.olientalisの パ ラ タ イ プ,227mm,

宮 崎,8m以 浅;NSMT.P60913,Srolielmlisの

ホ ロ タ イ プ,223mm,宮 崎,8m以 浅;USNM

364592,S.oriemalisの ハ ラ タ イ プ,187mm,宮

崎,8m以 浅.

記載　 胸鰭条数は18-19(18).側 線上方鱗横列

数は54-60(57).吻 長は頭長の32.8-35.7%(35.1%).

眼窩径 は頭長の15.6-20.6%(16.7%).頭 部の各棘

は鋸歯状 を呈 さない.涙 骨隆起の先端は皮膚 に埋

没する.眼 下縁窩は著 しく窪み,眼 窩前縁 下方で

最深.吻 膨状 部の後縁 は後鼻孔後縁 に達 しない.

前頭骨隆起は後鼻孔後方から眼後棘基底後方に延

びる.眼 隔域中央隆起は良 く発達する.眼 隔域 は

深 く,体 側面か らみて,眼 の上方約1/2が 頭部の

輪郭か ら突出する.眼 隔幅は眼窩径よ り小 さい.

後頭窩 は浅 く,そ の前縁の隆起 は背面か らみて後

方に湾 入し,成 魚では後縁 を縁取る隆起線が良 く

発達す る.額 棘はない.主 鯛蓋骨上方棘の後端は

単尖頭.主 鮨蓋骨上方棘 と下方棘の問は無鱗,最

長背鰭棘は第3棘.轡 鰭第2棘 は第3棘 よりやや長

い.胸 鰭内側の基部 上方には眼径 とほぼ同大で輪

郭が不明瞭な1黒 斑がある.

分 布　 本種 は小 笠原 諸 島兄島 と弟島,お よび宮

崎 県南郷 町 のみか ら知 られ ている(Randall and Es-

chmeyer,2002;本 研 究;Table3).な お,本 種 で

あ る 可 能 性 が 高 い 水 中写 真 が 和 歌 山 県 串 本 町

(KPM-NR32984),伊 豆 半 島 大 瀬 崎(KPM-NR

22883),お よ び伊 豆 諸島 八 丈島(KPM-NR4179)か

ら も記録 されて いる.

備 考　 本種 はRandall et al.(1997)と 本 村 ・岩 槻

(2000)に よ って,そ れ ぞれ小 笠 原諸 島(3個 体)と

Fig. 6. Scorpaenopsis orientalis. A, BPBM 35341 

(paratype of S. orientalis), 64mm SL, Otouto Island, 
Ogasawara Islands; B. NSMT-P 60913 (holotype of,S.

 orientalis), 223 mm SL, Oshia off Meitsu, Nango. 

Miyazaki.

日向 灘(9/固 体)か らS(λwCcμhalaと して報告 され

た.そ の 後,Randali and Eschmeyel(2002)は 上述

の12個 体 に基 づ き新 種S.orientalisを 記 載 した.

本 種 に は標准和 名が 与え られて い ないため,本 種

の分 布 とウ ルマ カサ ゴ との 類似性 にちなみ,新 標

準和 名 トウ ヨウウルマ カサ ゴを提 唱す る.

Scorpaenopsis oxycephala (Bleeker)

オオウルマカサゴ(新 称)

(Figs. 7, 13C; Tables 1-5)

Scorpaenct oxycephalus' Bleeker, 1849: 7 (type local-

ity: Jakarta, Java, Indonesia).

標 本　 1個 体:URM-P31734,体 長238mm,

沖 縄 島.

記載　 胸鰭条数は18.側 線上方鱗横列数は62.

吻長は頭長の36.6%.眼 窩径は頭長の14.6%.頭

部の各棘は鋸歯状 を呈 さない.涙 骨隆起の先端 は

皮膚 に埋没する,眼 下縁窩は著 しく窪み,眼 窩前

縁下 方で最深.吻 膨状部後縁は後鼻孔後縁 に達 し

ない,前 頭骨隆起は後鼻孔後方か ら眼後棘基底後

方 まで延びる.眼 隔域 中央隆起は良 く発達する.

眼隔域 は深 く,体 側面からみて,眼 の上方約1/2

が頭部の輪郭か ら突出する.眼 隔幅は眼窩径 よ り

小 さい.後 頭窩は極めて浅 く,そ の前縁の隆起 は

背面か らみて後方に湾入 し,後 縁 を縁取る隆起線

はない.額 棘はない.上 後側頭棘は著 しく小 さい.
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Fig. 7. Scorpacnopsis oxycephala. URM-P 31734,

 238mm SL. Okinawa Island.

主鱈蓋骨上方棘の後端は単尖頭.主 鯉蓋骨 上方棘

と 下方棘の問は無鱗,最 長背鰭棘は第3棘.唇 鰭

第2と 第3棘 はほぼ同長.胸 鰭内側に顕著な色彩

的特徴はない.

分布.　 本種 は南 ア フ リカ以東 の紅 海 とペ ルシ ャ

湾 を含 む イン ド洋 お よび ニ ューギニ ア以西 の 西太

平 洋 に 広 く分 布 す る(Randall and Eschmeyer,

2002).沖 縄 島 か ら得 られ た1標 本 は,本 種 の 日本

における標本 に基づ く唯 一の記 録 である と同時 に,

本 種 の分布 の北 限記 録で あ る(本 研 究;Table3).

石 山(1997)の 小 林 に よる 水中写 真(200頁,最 上

段 左側,慶 良 問諸 島,12111)は,吻 が細 長い こと,

眼 の 上 方2分 の1程 度 が頭 部の 輪郭 か ら突 出す る

こと,胸 鰭 条数 が18本 以 上 あるこ とな どか ら,お

そ ら く本種 であ る.

備 考 本 標 本 は,S.oxycephalaの 原 記 載

(Bleeker,1849)お よ びRandall and Eschmeyer(2002)

に よ る 記 載 と 以 下の 点 を 除 い て 良 く一 致 し た.本

標 本 の 背 鰭 第1棘 は や や 短 く,背 鰭 第2棘 長 が 第1

棘 長 の2.8倍 で あ る の に 対 し,Randall and Es-

chmeyer(2002)の 値 は1.9-2.5倍 で あ つ た.同 様 に,

本 標 本 の 背 鰭 第12棘 長 が 第11棘 長 の2.0倍 で あ る

の に 対し,後 者 で は1.5－1.85倍 で あ っ た.

中坊(1993)は,本 種 を日本 初記録 種 として ウル

マ カサ ゴの標 準和 名を 与え報告 した.し か し,こ

れ らの標 本 は本研 究 の結 果,S.papuensisで あ るこ

とが 明 らか に なっ た)S.papucnsisの 備 考 参照).

日 本 か ら得 られ たS.oxycephalaの 唯 一の 標 本

(URM-P31734,体 長238mm)は1994年4月19日

に採 集 された個体 で あ り,中 坊(1993)に よ って標

準利 名 ウルマ カサ ゴが提 唱 され た後で ある.し た

が って,標 準和 名 は学 名で はな く,そ の種 の実 体

に対 応す るため(瀬 能,2002),標 準 和 名 ウルマ カ

サ ゴはS.papuensisに 対 応 す るのが妥 当で ある.

Scorρaenopsls papuensisの 最 大体 長が223mm(本

研 究)で あ るの に対 し,S.oxycephalaは340mm

(Ralldall and Eschmcyer,2002)に 達1す る こ と か ら,

本 研 究 で はS.oxycephalaの 新 標 準 和 名 と して オ オ

ウ ル マ カ サ ゴ を 提 唱 す る.

Scorpaenopsis papuensis (Cuvier)

ウルマカサゴ

(Figs. 8, 13D; Tables 1-5)

Scorpaena papuensis Cuvier in Cuvier and Valenci-

ennes, 1829: 321 (type locality: New Guinea).

Scorpaenopsis atrcephala (not of Bleeker): Takarnura,

1990:13(Okinawa Island and Iriomote Island);中

坊,1993,1995:501(琉 球 列 島);中 坊,2000:

576 in part,琉 球 列1島);Nakabo,2002:576

(Ryukyu Islands).

Scorpcienopsis papuensis: Randall and Eschmeyer,

 2002: 48, pl. 7A (Okinawa Island and Ishigaki Is-

land).

標 本　 24個 体,体 長27-223mm:BPBM7257,

127mm,石 垣 島;BPBMI9103,98mm,沖 縄 諸

島 瀬 底 島 北 側,水 深2m;BPBM22307,62mm,

沖 縄 諸 島 瀬 底 島 西 側,15-18m;FRLM15458,

158mm,西 表 島 内 離 島;KPM-NI2002,223mm,

沖 縄 島 本 部 町,4111;KPM.NI3626,51mm,和

歌 山 県 串 本 町,13m;NSMT-P31269,195mm,
.奄 美 大 島;NSMT

-P34881 ,133mm,奄 美 大 島,

5m;NSMT-P48453,89mm,石 垣 島 真 栄 単,

20m;OMNH4139,105mm,宮 古 島 下地 島 中 ノ

島;URM-P3183,86mm,西 表 島 星 砂 の 浜;

URM-P4244,63mm,沖 縄 島 那 覇 沖;URM-P

4253,134mm,沖 縄,者 鳥 瀬1民 島 西 側,15m;

URM-P4254,27mm,沖 縄 諸 島 瀬 底 島 西 側,

15m;URM-P4482,187mm,沖 縄 島 羽 地 内 海;

URM-P4705,153mm,沖 縄 島;URM-Pl5563,

161mm,沖 縄 島 知 念 村;URM-Pl5641,139mm,

沖 縄 島 知 念 村;URM-Pl7128,201mm,沖 縄 島

知 念 村;URM-P17155,133mm,沖 縄 島 知 念

村;URM-Pl7416,146mm,沖 縄 島 知 念 村;

URM-Pl7417,146mm,沖 縄 島 知 念 村;URM-P

20048,74mm,沖 縄 島 読 谷 村 真 栄 田 岬,4m;

URM-P21237,188mm,沖 縄 諸 島 水 納 島 東 側.

記 載 胸鰭 条数 は17-20(19).側 線 上 方鱗 横 列

数47-55(52).吻 長 は頭長 の32.5-35.6%(33.7%).

眼 窩 径 は頭 長 の17.1-22.1%(18.8%)-頭 部 の 各棘

は鋸 歯状 を 呈さない.涙 骨 隆起 の先端 は皮膚 に埋

没 す る.眼 下縁窩 は著 しく窪 み,眼 窩 前縁 下方 で

最深.吻 膨 状 部 の後縁 は後 鼻孔 後縁 に達 しない.
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前頭骨 隆起は良く発達 し,後 鼻孔後方から延び耳

棘基底前方を越える.眼 隔域中央隆起は良 く発達

する.眼 隔域は深 く,体 側面からみて,眼 の上方

約1/2が 頭部の輪郭から突 出する.眼 隔幅は眼窩

径よ り小 さい.眼 上棘 には小型の個体ほど良 く発

達 した1皮 弁があるが,大 型の個体では皮弁が痕

跡的 に残 るか,あ るいは欠如する.耳 棘は良 く発

達 し,そ の基底は稀に前頭骨隆起 と連絡する.後

頭窩は浅 く,そ の前縁の隆起は背面からみて後方

に湾 入する.成 魚では窪みの後縁 を縁取 る隆起線

が発達するか,体 長98mm以 下の個体では隆起線

が不明瞭あるいは欠如する.額 棘はない.主 鰓蓋

骨 上方棘の後端は単尖頭.体 長98mm以 上の個体

は主鰓蓋骨 上方棘 と ド方棘の間に鱗 を有するが,

体長89mm以 下の個体では無鱗.最 長背鰭棘 は第

3棘.瞥 鰭第2棘 は第3棘 よりやや長い.胸 鰭内側

に顕著な色彩的特徴はない.

分布 本種 は イン ドネシア ・スマ トラ西 部か ら

タヒチ の イン ド ・太平洋 域 に広 く分布 す る(Ran-

dallandEschmcyeL2(〕02).[本 で は,西 表 島(本

研 究),石 垣 島,沖 縄 島(Ralldall and Eschmeycr

.2002;本 研 究),奄 美 大島(本 研 究),お よび和歌

山県 串 本 町(本 研 究)に 分布 す る(Table3).和 歌

山 県 か ら得 られ た1標 本(KPM-NI3626,体 長

51mm)は,本 種 の標 本 に 基づ く分布 の 北限 記録

で ある(本 研 究).本 種 で ある可能性 が高 い水 中写

真 が 伊 豆半 島 戸 田村(KPM-NR8400)・ 伊 東 市 伊

豆 海 洋公 園(KPM-NR24459),お よ び伊豆 諸 島 八

丈 島(KPM-NR4179)か ら も記 録 され ている.

備 考 本 研 究 で 調 査 した標 本 は,S.papuensis

の 原 記 載(Cuvier in Cuvier and Valencienlles,1829)

お よ びRandallandEschmeyer(2002)に よ る記 載 と

以 下 の点 を除 い て良 く一致 した.Randall and Es-

chmeyer(2002)は,本 種 の 主鯉 蓋骨 上方棘 と下 方

棘 の 間にふ つ う鱗 があ る と記 載 してい るが,本 研

究 で 調査 した標 本24個 体 の 内,体 長89mm以 下

の7個 体(27-89mm)で は すべ て無鱗 であ り,体 長

98mm以 上 の17個 体(98-201mm)で は すべ て有 鱗

であ った.し たが って,少 な くとも 日本 周辺 海域

にお いて,本 種は体 長90mm前 後 に成長 した 時 に

主 鰓 蓋骨 上方 ・下 方棘 間 に鱗 が 形成 され始 め る と

考 え られ る.

中 坊(1993)は,Takamura(1990)の 記 載 した沖

縄 産14標 本 に基づ き,ウ ルマ カサ ゴS.oxycephala

を 日本初 記録 種 として報 告 した.し か し,本 研 究

で,Takamura(1990)が 記 載 した標 本 を 再検 討 した

結 果,側 線 上 方鱗 横 列 数が47-55(最 頻 値52)で

A

B

C

Fig. 8. Scorpaenopsis papuensis. A, BPBM 22307, 
62mm SL, west side of Sesoko Island, Okinawa Is-
lands; B, NSMT-P 34881, 133mm SL, Amami-os-
hima; C, URM-P 4482, 187mm SL, flanetinaikai, Ok-
inawa Island.

あ る こ とや胸 鰭鰭 条 数が17-20(19)で あ るこ とな

ど か ら,全 て(14個 体 中2個 体 は未 調 査)S.

papuensisと 同 定 された.

中 坊(1993,1995,2000)とNakabo(2002)は 本 種

(彼 らのS.oxycephala)の 背 鰭 第3棘 と第4棘 が ほ

ぼ 同長 と してい るが,本 研 究で 調査 した本 種の 全

ての 標本(24個 体)で は第3棘 が第4棘 よ り長い.

し た が っ て,中 坊(1993,1995,2000)とNakabo

(2002)の 本 形 質の 説 明 と図 は不 適 切 と判 断 され

る.

従 来報告 され てい る本種 の最大 体 長 はフ レンチ

ポ リ ネ シ ア 産 の195mm(Randall and Eschmeyer

2002)で あ った が,本 研究 で 用い た1標 本(KPM-

NI2002,沖 縄 島)は223mmで あ り,標 本 に基 づ

く本 種 の最 大記録 であ る.
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Scorpaenopsis possi Randall

and Eschmeyer

ミミトゲオニカサゴ

(Figs. 9, 13E, 14B; Tables 1-5)

Scorpoenopsis sp.:中 坊,1993,1995:501(対 馬);

中 坊,2000:576(対 馬);Nakabo,2002:576

(Tsushima).

Scorpaenopsis cirrhosa variation(sic;not of Thun-

berg):中 坊,1993,1995:501(琉 球 列 島).

Scorpaenopsis cirrosa variation(notofThunberg):中

坊,2000:576(琉 球 列 島);Nakabo,2002:576

(RyukyuIslands).

Scorpaenopsis possi Randall and Eschmeyer, 2002:

 54, pls. 7B—D, 12A—C (type locality: south side off

 McCoy,Pitcairn Island).

Scorpaenopsis cirrosa (not of Thunberg): Senou et al.,

 2002: 204 (Hachijo-jima).

標本35個 体,体 長36-191mm:BPBM29332,

Scorpaenopsis possiの パ ラタイプ,84mm,石 垣 島,

水 深6-21m;KPM-NI2603,106mm,伊 豆 諸 島

八 丈 島 堅 立 乙 千 代 ヶ 浜,5m;KPM-NI5055,

108mm,沖 縄 諸 島 伊江 島,4m;KPM-NI5056,

132mm,沖 縄 諸 島伊江 島,4m;MTUF-P23413,

79mm,慶 良 問 列 島座 間 味 島 阿 真;NSMT-P

31592,36mm,伊 豆 諸 島 三 宅 島;URM-P878,

147mm,沖 縄 島;URM-P3958,167mm,沖 縄

島;URM-P4171,149mm,沖 縄 島浦 添市港 川;

URM-P4245,107mm,沖 縄 諸 島瀬底 島南西 側;

URM-P4248,160mm,沖 縄 諸 島瀬底 島;URM-P

4249,128mm,沖 縄 諸 島瀬 底 島;URM-P4250,

113mm,沖 縄 諸 島瀬底 島;URM-P4251,99mm,

沖 縄 諸 島瀬 底 島;URM-P6503,76mm,沖 縄 諸

島 瀬底 島;URM-P15558,155mm,沖 縄 島 知念

村;URM-P15650,116mm,沖 縄 島 知 念 村;

URM-P17154,117mm,沖 縄 島 知念 村;URM-P

17288,112mm,沖 縄 島読 谷村 真栄 田岬,タ イ ド

プ ー ル;URM-P18325,138mm,沖 縄 島 知 念

村;URM-P18518,81mm,沖 縄 島読 谷村 真栄 田

岬;URM-P20462,127mm,沖 縄 島読 谷 村 残 波

岬;URM-P21238,147mm,沖 縄 諸 島水 納 島 北

側,7m;URM-P21268,154mm,沖 縄 島読谷 村

残波 岬,1m;URM-P21271,154mm,沖 縄 島嘉

手納 町 水釜,3m;URM-P21272,191mm,沖 縄

島嘉 手 納 町水 釜,3m;URM-P21273,156mm,

沖 縄 島 嘉 手 納 町水 釜,3m;URM-P21285,148

mm,沖 縄 島嘉 手納 町水 釜,2m;URM-P21286,

143mm,沖 縄 島嘉 手 納 町 水 釜,2m;URM-P

21303,177mm,沖 縄 島嘉 手 納 町 水 釜,3m;

URM-P21304,112mm,沖 縄 島 嘉 手 納 町 水 釜;

URM-P21521,107mm,西 表 島網 取 湾;URM-P

28786,89mm,沖 縄 島読 谷村 真 栄 田岬,タ イ ド

プー ル;URM-P32886,128mm,沖 縄 島読 谷 村

真栄 田岬,タ イ ドプール;URM-P33849,86mm,

沖 縄 島石 川市 赤崎.

記載 胸鰭条数は17-18(17).側 線上方鱗横列

数 は44-49(46).眼 隔 域 は頭 長 の13.2-17.5%

(15.3%).頭 部の各棘は鋸歯状 を呈 さない.涙 骨隆

起の先端は皮膚 に埋没する.眼 下縁窩はやや深い.

吻膨状部の後縁 は後鼻孔後縁 に達 しない.前 頭骨

隆起は良 く発達 し,後 鼻孔後方か ら延 び耳棘基底

前方を僅 かに越える.眼 隔域中央隆起 は良 く発達

する.眼 隔域は深 く,体 側面からみて,眼 の上方

約1/2が 頭部の輪郭か ら突出す る.眼 隔幅は眼窩

径 よ り小 さい.成 魚ではふつう発達 した1余 棘が

ある(稀 に2-6棘 あるいは小瘤).後 頭窩は浅 く,

その前縁 の隆起は背面か らみて後方に湾入 し,後

縁 を縁取る隆起線 は不明瞭.額 棘 はない.主 鰓蓋

骨上方棘の後端は単尖頭.主 鯉蓋骨上方棘 と下方

棘 の間は無鱗.最 長背鰭棘 は第3-4棘.臀 鰭第2

棘 は第3棘 よ りやや長い.胸 鰭内側 に顕著 な色彩

的特徴 はない.

分布 本 種 は南 ア フ リカ共和 国 か らマ ル キーズ

諸 島 にか けて,イ ン ド ・太平洋 域 に広 く分布す る

(Randall and Eschmeyer,2002).日 本 で は,石 垣 島

(Randall and Eschmeyer,2002;本 研 究),西 表 島,

沖 縄 島,慶 良 問 列 島(本 研 究),対 馬(中 坊,

1993,1995,2000;Nakabo,2002),お よ び伊 豆 諸

島八 丈 島 ・三 宅 島(本 研 究)に 分布 す る(Table3).

備 考 中坊(1993)は 耳 棘 に余 分 な棘(余 棘)を

もつ長 崎 県対 馬 産 の1標 本(FSKU-S4048,体 長

140.5mm)を 便 宜 的 にEschmeyer(1986)のScor-

paenopsis sp.と 同 定 し,ミ ミ トゲ オニ カサ ゴScor-

paenopsis sp.と し て報 告 した.中 坊(1993)の1標

本 は所 在不 明 であるが(中 坊氏,私 信),余 棘 をも

つ種 は,オ ニカサ ゴ属魚 類 の中でS.possiの みが知

られ てい るこ と,お よび この標本 の側線 上方鱗 横

列 数が49で あ るこ と(中 坊 氏,未 発表 デ ー タ ・原

図 に よる)か ら,中 坊(1993)のScorpaenopsis sp.

はS.possiに 同 定 される.し たが って,S.possiの

標 準 和 名 は ミ ミトゲ オニカサ ゴとなる.

中 坊(1993,1995,2000)とNakabo(2002)が オ ニ

カサ ゴS.cimsaの 変 異 型 と した1標 本(URM-P
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4249,体 長128mm;中 坊 氏,私 信)は,胸 鰭 条

数が17で あ る こ と,側 線 上方 鱗横 列 数 が49で あ

る こ と,お よび眼 隔域が 深 く窪み,体 側 面からみ

て眼 の 上方約1/2が 頭 部 の輪 郭 か ら突 出す る こ と

な どか ら,S.possiと 同 定 された.ま た,従 来 オニ

カサ ゴの変異型 と考 え られてい た琉 球列 島産 の31

標 本(体 長76-191mm)を 精 査 した ところ,こ れ ら

の標 本 も発 達 した1余 棘(稀 に2-6棘 あ るいは1小

瘤)を 有す るこ と,胸 鰭条数 が17-18(最 頻 値17)

で あ る こ と,お よ び側 線 上 方 鱗横 列 数 が44-49

(46)で あ るこ とな どか ら,S.possiと 同 定 された.

中 坊(1993,1995,2000)とNakabo(2002)は オ ニ

カサ ゴ変 異型の背鰭 第3棘 が 第4棘 よ り短 い として

い る が,オ ニ カサ ゴ 変 異 型 の 元 と な っ た 標 本

(URM-P4249)は 第3棘(22.6mm)が 第4棘(21.3mm)

よ り長 い.ま た,本 研 究 で調査 したS.possiの23

個 体 は第3棘 が 背鰭 最長 棘 で あ り,12個 体 は 第4

棘 が最 長 棘であ る.し たが って,S.possiは 背 鰭 第

3-4棘 が 最 長鯨で あ り,中 坊(1993,1995.2000)と

Nakabo(2002)に お ける本 形 質の検 索 説明 と図 は不

十分 で ある.ま た,彼 らは オニ カサ ゴ変 異型 と ミ

ミ トゲオニ カサ ゴをそれぞれ1個 体 に基 づ き,第3

棘 に対 す る第11棘 の長 さで区 別 して いるが,本 種

の 第11棘 の 長 さ は 変 異 が 大 き く(第3棘 の

33.8-52.0%),中 坊 のオニ カサ ゴ変 異型 と ミミ トゲ

オニ カサ ゴは両 方 ともS.possiの 変 異 内 に含 まれ

る.

本 種 の特 徴 の1つ で あ る余棘 は,体 長約60mm

以 下 の 幼魚 時 に は小 瘤状 で あ り,そ の 後成 長 に

従 って発達 した棘 になる と考 えられている(Randall

 and Eschmeyer,2002).し か し,本 研 究で調査 した

体長60mm以 上の34標 本 中1標 本(URM-P4249,

体 長128mm)は 片 側 だけ にわず か に膨 らんだ小 瘤

を有 し,3標 本(KPM-NI2603,体 長106mm;

URM-P17154,117mm;URM-P21286,143mm)

で は 左 右両側 と も小 瘤 の ままであ る.ま た,そ の

他 の2標 本(BPBM29332,体 長84mm;MTUF-P

23413,79mm)は,片 側 だけ に発 達 した1棘 を有

す る.本 研 究で調 査 した 全35個 体 に占める棘の 各

状 態 の割 合 は,片 側 のみ小瘤(1個 体,2.9%),両

側 とも小 瘤)4個 体,11.4%),片 側 小瘤 ・片 側1

棘(3個 体,8.6%),両 側 と も1棘(18個 体,

51.4%),片 側1棘 ・片側2棘(3個 体,8.6%),両

側 とも2棘(3個 体,8.6%),片 側2棘 ・片側3棘

(1個 体,2.9%),両 側 と も3棘(1個 体,2.9%),

片 側3棘 ・片側6棘(1個 体,2.9%)で あ り,半 数

以上 の 個体 が両 側 と もに 各1棘 を有す る.な お,

A

Fig. 9. Scorpaenopsis possi. A, URM-P 6503. 76 

mm SL, Sesoko Island, Okinawa Islands; B, URM-P 

21303, 177 mm SL, Okinawa Island.

これら棘の本数は成長段階に因らず,個 体変異で

ある と考えられる.

Scorpaenopsis ramaraoi Randall 

and Eschmeyer

イヌカサゴ(新 称)

(Figs. 10, 13F, 15B; Tables 1-5)

Scorpaenopsis cirrhosa(sic;not of Thunberg):Taka-

mura,1990:9(inpart;Okinawa Island);中 坊,

1993,1995:501(inpart;琉 球 列 島);益 田 ほ か,

1975:142K(沖 縄 島 羽 地 内 海;littoral phaseと

し て);清 水,1984:280K(沖 縄 島 羽 地 内 海;

variationと して).

Scorpaenopsis ramaraoi Randall and Eschmeyer,

2002: 64, pls. 8B-D, 9A, 12D (type locality: off

Hikkaduwa, Sri Lanka).

標 本11個 体,体 長24-176mm:MUFS21940,

130mm,宮 崎 県 南 郷 町 目 井 津 漁 港;URM-P4246,

166mm,沖 縄 島 中 城 湾;URM-P4247,156mm,

沖 縄 島 羽 地 内 海;URM-P19859(2個 体),

24-41mm,鹿 児 島 県 ト カ ラ 列 島;URM-P24717,

131mm,沖 縄 島 中 城 湾;URM-P25300,991mm,

西 表 島 月 ヶ 浜;URM-P26492,136mm,石 垣 島

観 音 崎 北;URM-P26493,172mm,石 垣 島 観 音

崎 北;URM-P26494,123mm,石 垣 島 観 音 崎

北;URM-P40653,176mm,沖 縄 島.
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記載　胸鰭条数 は17-19(18).側 線上方鱗横列

数は48-51(48).頭 部 各棘 は鋸歯状 を呈 さない.

涙骨隆起の先端は尖 り,皮 膚か ら露出する(体 長

24mmの 幼魚では皮膚 に埋没する).眼 下縁窩は窪

まない.吻 膨状部の後縁は後鼻孔後縁 に達 しない.

前頭骨 隆起は不明瞭.眼 隔域 中央隆起は良 く発達

する.眼 隔域 は浅 く,体 側面からみて,眼 の上方

約1/4が 頭部の輪郭 から突 出する.眼 隔幅は眼窩

径 より小 さい.眼 上棘 には1皮 弁がある.後 頭窩

は極めて浅 く,そ の前縁の隆起は背面か らみて後

方に湾入 し,後 縁 を縁取る隆起線はない.額 棘は

ない.主 鰓蓋骨 上方棘の後端は単尖頭.主 鰓蓋骨

上方棘 と 下方棘の間は無鱗.最 長背鰭棘は第4棘

(11個 体 中1個 体の第3棘 が最長).腎 鰭第2棘 は

第3棘 よりやや長い.胸 鰭内側 に顕著な色彩的特

徴はない.

分布 　 本種 はパ キス タン以 東の イン ド洋,お よ

びオー ス トラ リア を除 くニュ ーカ レ ドニ ア以西 の

太 平 洋 に 分 布 す る(Randall and Eschmeyer,2002;

Motomura,2002).東 ア ジアにおい ては,香 港,台

湾(Randall and Eschmeyer, 2002),西 表 島,石 垣 島,

沖 縄 島,ト カラ列 島 お よび宮 崎 県(本 研 究)に 分

布す る(Table3).本 研 究 は,本 種 の 日本か らの初

め ての 報 告で あ り,宮 崎 県 南郷 町 か ら得 られ た1

標 本(MUFS 21940,体 長130mm)は,本 種 の北

限記 録 となる.

備 考 　 本 標 本 は,Randall and Eschmcyer(2002)

に よるs.ramaraoiの 原 記 載 と以 下の点 を除 いて良

<一 致 した.涙 骨 隆起 先端 が尖 り,皮 膚 か ら露 出

す る とい う本 種 の特徴 は,体 長約90mm以 下の幼

魚 では み られ ない と考 えられていたが(Randall and

Eschmeyer,2002),本 研 究 で調 査 した 体 長41mm

の1標 本(URM-P 19859)の 片 側 の涙骨 隆起 先端 は

既 に皮 膚か ら露 出す る,な お,同 時 に採 集 された

体 長24mmの 個 体(URM-P 19859)は,涙 骨 隆起 の

先 端が 両側 とも皮膚 に埋没 す る.

益 田ほか(1975)の オニ カサ ゴS.cirrhosａ littoral

 phaseの 写 真(pl.142K)と 清 水(1984)の オ ニ カサ

ゴ ｓ.cirrhosa variationの 写 真(pl .280K)は 同 一写

真 で あ り,本 研 究 で これ らの 元 とな っ た1標 本

(URM-P 4247,体 長156mm,沖 縄 島 羽 地 内 海)

を 調査 した結 果,涙 骨 隆 起の先端 が尖 り,皮 膚 に

埋 没 しない こ と,お よび側 線 上 方鱗横 列数 が48で

ある こ とな どか らs.ramaraoiに 同 定 された.

従 来報 告 されて いる本 種の 最大 体長 はニ ュー カ

レ ドニ ア 産 の165mm(Motomura,2002)で あ っ た

が,本 研 究 で 用 い た 標 本(URM-P 40653)は

Ａ

B

Fig.10. Scorpaenopsis ramaraoi. A, MUFS 21940, 

130mm SL, Meitsu, Nango. Miyazaki; B, URM-P 

26493, 172mm SL, north of Kannonzaki, Ishigaki Is-

land.

176mmで あ り,標 本 に基づ く本種 の最 大記 録であ

る.

本 種 の 上顎前 部 に突 き出 して いる尖 った涙骨 隆

起 は イヌの 犬歯 を連想 させ る.本 種 には標準 和 名

が与 え られて いな いため,新 標準 和 名 イヌカサ ゴ

を提 唱す る.な お,本 研究 終 了後,鈴 木寿 之氏 に

よって採 集 ・寄 贈 され た以 下の西 表 島 産の7標 本

もs.ramararoiと 同 定 され たの で こ こに付記 す る

(NSMT-P 66127,95mm,浦 内 川 河 口;NSMT-P

66128, 142mm,月 が 浜;NSMT-P 66129,34

mm,月 が 浜;NSMT‐P 66130,118mm,タ カ ラ地

先 海岸;NSMT-P 661322,１18mm,浦 内 川 河 口;

NSMT-P 66133,123mm,浦 内 川 河 口;NSMT-P

66134, 30mm,浦 内 川河 口).

Scorpaenopsis venosa (Cuvier)

ヒュウガカサゴ(新 称)

(Figs.11, 13G; Tables 1-5)

Scorpaena venom Cuvier in Cuvier and Valenciennes,

 1829: 317 (type locality: Pondicherry, India).

Scorpaenopsis sp.:平 田 ほ か,1996:34(高 知 県 柏

島);Motomura and Iwatsuki,1997:130,fig. 1G

 (Meitsu, Nango, Miyazaki).

Scorpaenopsis venosa: Randall and Eschmeyer, 2002,

 68 (Miyazaki).

標 本 　 29個 体,体 長81-174mm:BSKU 8225,

142mm, 高 知 県 須 崎 市;BSKU 53920, 81mm,

高 知 県幡 多郡 大 方町 入 野 漁 港 内;BSKU 81974,
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132mm,高 知 県;KSHS 22677,127mm,高 知 県

大 月 町 柏 島;MUFS 12858,145mm,宮 崎 県 南 郷

町 目 井 津 大 島(以 下,宮 崎);MUFS 12863,150

mm,宮 崎;MUFS 12901, 141mm, 宮 崎;

MUFS 12902,138mm,宮 崎;MUFS 12907,167

mｍ,宮 崎;MUFS 12915,88mm,宮 崎;MUFS

12992,159mm,宮 崎;MUFS 13444,130mm,

宮 崎;MUFS 13445,130mm,宮 崎;MUFS

13470,169mm,宮 崎;MUFS 13507,115mm,

宮 崎;MUFS 14016, 146mm,宮 崎;MUFS

１4017,149mm,宮 崎;MUFS 14285,142mm,

宮 崎;MUFS 14325, 150mm,宮 崎;MUFS

14637,177mm,宮 崎;MUFS 14777,174mm,

宮 崎;MUFS14865,138mm,宮 崎;MUFS

14866,160mm,宮 崎;MUFS 14879,141mm,

宮 崎;MUFS 14923,127mm,宮 崎;MUFS

14932,135mm,宮 崎;MUFS 16339,150mm,

宮 崎;MUFS 18235, 162mm,宮 崎;MUFS

18396, 153mm, 宮 崎.

記載 　胸鰭条数は16-18(17).側 線上方鱗横列

数 は47-53(51).眼 窩 径 は頭 長 の20.0-22.9%

(21.1%).頭 部各棘は鋸歯状 を呈 さない.涙 骨隆起

の先端は皮膚 に埋没する.眼 下縁窩前 方はやや窪

む.吻 膨状 部の後縁は後鼻孔後縁 に達 しない.前

頭骨 隆起は発達 し,鼻 孔後方から延び耳棘基底前

方 に達する.眼 隔域中央隆起は良 く発達する.眼

隔域は深 く,体 側面か らみて,眼 の上方約1/2が

頭部の輪郭から突出する.眼 隔幅は眼窩径 より小

さい.眼 上棘の皮弁は完全に欠如する個体から眼

窩径 より長い皮弁を有する個体 まで変異 に富み,

この変異 は成長段階に因らない.耳 棘は良 く発達

し,そ の基底は前頭骨隆起 と連絡 し,さ らに左右

耳棘を結ぶ隆起線は後頭窩前縁を形成する.後 頭

窩は著 しく深 く,そ の前縁の隆起は直線 あるいは

背面からみて前方にやや湾入する,こ の窪みの後

縁 を縁取る隆起は発達する.額 棘 はふつうないが,

29個 体中1個 体の右側にのみ額棘がある.主 鰓蓋

骨上方棘の後端は単尖頭.主 鰓蓋骨上方棘 と下方

棘の間に鱗がある個体 と無鱗の個体がいる.最 長

背鰭棘は第3-4棘.腎 鰭第2棘 は第3棘 よりやや長

い.胸 鰭内側に顕著な色彩的特徴 はない,

分 布 　 本 種 は南 ア フ リカ か ら イン ドネ シア と

オー ス トラ リア以西 の イン ド ・西太平洋 域 の大 陸

棚 上に分 布す る(Randall and Eschmeyer.2002).日

本 で は,宮 崎 県2(Randall and Eschmeyer. 2002;本

研 究)と 高 知県(本 研究)に 分 布す る(Table3).高

知 県 須崎 市か ら得 られ た1標 本(BSKU 8225,体

Fig.11. Scorpacnopsis renosa. A, MUFS 12915, 88 

mm SL, Oshima off Meitsu, Nango, Miyazaki; B.

MUFS 12907, 167mm SL, same locality as MUFS 

12915.

長142mm)は 本種の分布 の北限記録 となる.第 一

著者の観察による と,本 種は宮崎県では年間を通

して大量 に水揚げされてお り,宮 崎県沿岸の 日向

灘海域では同属の普通種 オニカサ ゴと同程度の生

息数があると思われる.

備 考 　 本標 本 は,Randall and Eschmeyer(2002)

に よるs.venosaの 記 載 と良 く一致 した.平 田ほか

(1996)とMotomura and Iwatsuki(1997}は そ れぞれ

高 知県柏 島 と宮 崎 県南郷 町 か ら ミ ミ トゲオニ カサ

ゴscorpaenopsis sp .を 報 告 したが,本 研究 で これ

らの標本 を再検 討 した結 果,眼 後 棘内 側の耳棘 前

方 に余 棘あ るいは小瘤 が ない こと,お よび 後頭 窩

が著 しく深 く,そ の 前縁 の 隆起線 が前 方 に向 か っ

て 湾 入 してい るこ とな どか ら,S.venosaと 同定 さ

れ た.

Randall and Eschmeyer(2002)は 宮 崎 か ら得 られ

た5標 本 をs.venosaと して報 告 したが,本 種 には

標準 和 名が 与え られてい なか った ため,本 種 の 日

本 にお け る分布 にちなみ,新 標準 和 名 ヒュ ウガカ

サ ゴを提唱 す る.

Scorpaenopsis vittapinna Randall

and Eschmeyer

コ ガ タ オ ニ カ サ ゴ

(Fig.12;Tables 1-5)

Scorpaenopsis cirrhosa (sic; not of Thunberg):?Zama

 and Yasuda, 1979: 153 (Ogasawara Islands).
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scorpaenopsis brevifrons(notof Eschmeyer and Ran-

da11):Takamura,1990,16(Nakanose and Motobu,

 Okinawa lsland);中 坊,1993,1995:500(沖 縄

島);?Randall et al.,1997:16(Ogasawara lslands);

中 坊
,2000:575(沖 縄 島);Nakabo,2002:575

(Okiwana Island).

Scorpuenopsis viitupinna Randall and Eschmeyer,

 2002: 71, pls. 9D, 12G-H (type locality: off Sod-

 wana Bay, KwaZulu-Natal, South Africa).

標 本 　 2個 体,体 長42-5lmm:URM-P 21236,

51mm,沖 縄 島 中 ノ瀬;URM-P 22458,42mm,

沖 縄 島 本部 海洋 博 人工 ビーチ沖,水 深6m.

記 載 　 胸 鰭 条 数 は18-19.有 孔 側 線 鱗 数 は

20-21.側 線 上 方鱗 横列 数 は41-44.体 高 は体 長

の36.0-36.1%(36.0%).眼 窩 径 は 頭 長 の20.7-

21.6%(21.2%).体 は 側扁 す る.頭 部 の各棘 は鋸歯

状 を呈 さない.涙 骨 隆起 の先端 は皮 膚 に埋 没す る.

涙 骨 下縁 には2棘 あ り,そ の後 方(下 方)棘 の先端

は2尖 頭.眼 下縁 窩 前方 はや や窪 む.吻 膨状 部の

後縁 は後 鼻孔 後縁 を越 え ない.前 頭 骨 隆起 は後鼻

孔 後 方か ら延 び眼 後棘 基底 前方 に達 す る.眼 隔域

中 央隆起 は欠 如する.眼 隔 幅 は眼窩 径 よ り小 さい.

後 頭 窩 は極め て浅 く,そ の前縁 の隆起 は背面 か ら

み て後 方 に湾 人 し,後 縁 を縁 取 る 隆起線 は ない.

額 棘 はな い.主 鰓 蓋骨 上方 棘 の後端 は2尖 頭.主

鰓 蓋骨上 方棘 と下 方 棘の 間は無鱗.最 長背 鰭棘 は

第4-5棘.腎 鰭第2棘 は第3棘 よ りや や長い.腹 鰭

と腎 鰭 にそれ ぞれ幅の広 い黒 色帯が ある.

分 布　 本種 は南 ア フ リカ共和 国か ら タヒチ にか

けて,オ ー ス トラ リア とハ ワイな どを除 くイン ド・

太 平 洋 域 に広 く分 布 す る(Randall and Eschmeyer.

2002).西 太 平 洋 域 にお け る従来 の 本種 の 分 布 は

フ ィ リ ピ ン以 南 で あ り(Randall and Eschmeyer.

 2002),沖 縄 島 におけ る分布 は本種 の北 限記 録で あ

る と同時 に 東ア ジア におけ る唯 一の標本 に基 づ く

記録 であ る(本 研 究;Table3).小 笠 原 諸 島 にお

け る本種 の分布 の 可能性 につ いては備 考 を参 照.

備 考 　 中坊(1993)はTakamura(1990)の 記 載 し

た2標 本(URM-P 21236とURM-P 22458)に 基 づ

き,コ ガ タオニ カサ ゴs.brevifronsを 日 本初 記 録

種 と して報 告 した.し か し,本 研 究 でTakamura

(1990)が 記 載 し た1標 本(URM-P 22458,体 長

42mm)を 再 検討 した結 果,本 標 本 は腹 鰭 と腎 鰭

に幅 広 い黒 色帯 が 固定後 も明瞭 に残 っ てい た こと

か らs.vittapinnaと 同定 された.こ の よ うな黒色

帯 はs.vittapinnaの 標 徴 であ り,s.brevifronsに は

A

B

Fig.12. Scorpoenopsis vittapinna. A, URM-P

22458, 42 mm SL, Motobu, Okinawa Island; B, URM-

P 21236, 51 mm SL, Nakanose, Okinawa Island.

み られ ない(Randall and Eschmeyer,2002).一 方,

残 りの1標 本(URM-P 21236,体 長52mm)で は 上

述の黒 色帯 が完 全 に消 失 して いたが,本 標 本 は胸

鰭 条数が左 右 とも18で あ るこ とや,吻 が長 い こと

(吻 長の3.2倍 が 頭 長)な どか ら,s.vittapinnaと 同

定 され る.し たが って,標 準 和 名 コガ タオニ カサ

ゴに対 応す る学 名 はs.vittapinnaと な る.

中坊(1993,1995,2000)とNakabo(2002)は 涙 骨

に3棘(た だ し体 長5cm以 下で は2棘)あ るこ とを

本種 の特徴 と しているが,本 種の涙骨 下縁 の棘 は,

前 方 棘,お よび 先端 付 近 で2尖 頭 す る後 方棘 の2

棘 であ る.

Randall et al.(1997)は, Zama and Yasuda (1979)

が 小 笠 原 諸 島 か らScorpaenopsis cirrhosaと し て 報

告 し た1標 本(MTUF22944,体 長61.8mm)をS.

brevifronsと 同 定 し た. MTUF 22944は 所 在 不 明

(河 野 氏,私 信)で あ る た め 再 調 査 す る こ と が 出 来

な い が,S.vittapinndoを 新 種 と し て 記 載 し たRan-

dall and Eschmeyer(2002)は,彼 ら 自 身 が 従 来 はS.

vittapinnaをS.brevlfronsと 誤 同 定 し て い た と記 述

し て い る こ と か ら,Randali et al.(1997)のS.brev

ifrons(=Zama alld Yasuda,1979のS.cirrhosa)はS.

vittapinna,で あ る と考 え ら れ る.し た が っ て,本 種

は 小 笠 原 諸 島 に も 生 息 し て い る 可 能 性 が 高 い.な

お,S.brevifronsは ハ ワ イ 諸 島 の 固 有 種 で あ る.

種 間 比 較

本研究で確認 された日本産 オニカサ ゴ属魚類12
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種 は,以 下 の3つ の形 態 的類 似 群 に区分 され る.

A群 は眼 窩径 が眼 隔幅 よ り狭 い こ と,眼 隔域 中央

隆起が発 達す るこ と,主 鯉 蓋骨 上方 棘の後 端が単

尖 頭 であ る ことな どで特 徴づ け られ,オ ニ カサ ゴ

S.cirrosa,ト ウ ヨウウルマ カサ ゴS. orientalis,オ

オ ウ ル マ カサ ゴS.oxycephala,ウ ル マ カサ ゴS.

 papuensis,ミ ミ トゲオニ カサ ゴS. possi,イ ヌ カサ

ゴS. ramamaoi,お よ びヒュウ ガカサ ゴS. venosα の

7種 を含 む.B群 は眼 窩径 が眼 隔幅 よ り広 い こ と,

眼 隔域 中央隆 起が 欠如す る こ と,主 鯉 蓋骨 上方棘

の後 端 が 複尖 頭 で あ る こ とな どで特 徴 づ け られ,

ニ ラ イ カ サ ゴS . diabolus,マ ル ス ベ カ サ ゴS.

 macrochir,お よ びサ ツマ カサ ゴS.neglectaの3種

を含 む.C群 は眼 窩径 が眼 隔幅 よ り狭 い こ と,眼

Table 3. Geographic distribution of species of Scorpaenopsis in Japanese waters

+ recorded on the basis of collected specimens, underwater photographs or reliable literature records; *defined by 
Nakabo (2002: p.1v); **including Tsushima; ***including Amami-oshima and Tokara Islands.

Table 4. Frequency distribution of counts of pectoral fin rays, pored lateral line scales and gill rakers

 in Japanese species of Scorpaenopsis
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隔域中央隆起が欠如すること,主 鯉蓋骨上方棘の

後端が複尖頭であることなどで特徴づけられ,ヒ

メサ ツマカサ ゴS.cotticeｐsとコガタオニカサ ゴS.

vittgpinnaの2種 を含む.以 下 にこれ ら3群 内の各

種 の比較を行 った.な お,体 色,頭 部および体側

に存在する皮弁の数や大 きさ,不 対鰭の鰭条数,

各鰭の軟条の長 さなどの形質は,オ ニカサ ゴ属魚

類の分類形質 としては適さず,頭 部の棘の有無あ

るいは形状,胸 鰭条数,お よび側線上方鱗横列数

が特に重要な分類形質である.

A群 日 本 に は7種 が 分 布 し,最 大 体 長

172-340mmの 大 型 種群.こ の内,Scorpaenopsiｓ

cirrosa,S.possi,S.ramaraoi,お よ び51Veno3あ の

4種 は それ ぞれ以 下 の顕 著 な特徴 か ら比 較 的容易

に他 種 と識 別可 能で あ る.本 群 で は,胸 鰭 条数 の

最 頻 値 が17で あ る 種 は,51vεno3a(範 囲 は

16-18;Table4)とS.possi(17-18;Table4)の2種

の みであ る.Scorｐaenopsisvenosaは 後 頭 窩前縁 の

隆起 が,背 面 か らみて,直 線 あるい は前 方 にやや

湾 入す る こ とで,本 群 の他種 とは容 易 に区別 され

る(後 者 は後 方 に湾 入す る;Fig.13).こ の 特徴 は

オニ カサ ゴ属魚 類 の中 で,本 種 のみ にみ られ る固

有 形質 である(RandallandEschmeyer,2002).ま た,

S.venosaは 眼 窩 径 が 頭 長 の20.0-22.9%(平 均

21.1%)で あ り,本 群の 中で最 も眼 が大 きい(他 種

の平 均値 の範 囲は14.6-19.4%;Table2).

Scorpaenopsis .possiの 成 魚 は,ふ つ う眼 後棘 内

側 の耳 棘前方 に発達 した1余 棘(稀 に2-6棘)を も

つ こ とか ら,他 種 と容 易 に区 別 され る(Fig .14).

しか し,Spossiの 体 長60mm以 下 の幼 魚 お よび稀

に成魚 で も余 棘が ない個 体が お り,余 棘 の有無 の

差 異 のみで外 観上類 似 するScirrosaとS.ramaraoi

か ら区別す るこ とは難 しい.Scorpaenopsispossiと

後 者2種 を比 較 す る と,前 者 は胸 鰭 条数 が17-18

(最 頻 値17)で あ る こ と(後 者2種 で は17-19

(18);Table4),側 線 上方 鱗横 列数 が44-49(46)で

あ るこ と(S.cirrosaで は54-62(57);Table5),最

長 背 鰭 棘 が第3-4棘 で あ る こ と(後 者2種 で は第

4-5棘),お よ び眼 隔域 が比較 的深 く,体 側面 か ら

み て,眼 の上 方約1/2が 頭 部 の輪郭 か ら突 出す る

こ と(後 者2種 で は約1/4)な ど か ら幼魚 で も識別

す るこ とが可 能 であ る.な お,S.possiの 胸 鰭 条数

はi7-18で あ るが,本 研 究 で調 査 した35個 体 中32

個 体 が17本 で あ り(Table4),18本 を有す る残 りの

3個 体 中2個 体 も右側 の胸鰭 条 数が17で あ る こ と

か ら,本 種 の胸 鰭 条数 は,範 囲が ある ものの識別

的特 徴 としては十分 な形 質であ る といえる.ま た,
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A B C D

E Ｆ G

Fig. 13. Occipital pits of seven species of Japanese Scorpacnopsis. Cross-sectional drawings of oc-

cipitalpits shown below photographs (dorsal view) of respective heads. Downward and upward ar-

rows indicate anterior and posterior edges of occipital pit, respectively. Anterior to left in each case. 

A, S.cirrosa, MUFS 12872, 199mm ST; B. S. orientalis, NSMT-P 60913 (holotype). 223 mm SL; C. 

S. oxycephala, URM-P 31734, 238 mm SL; D, S papuen.Ni.s., URM-P 21237, 188 min SL; E, S. /toss/.

 URM-P 21303, 177 mm SL; F, S. ramamoi, URM-P 4247, 156111111 SL; 0, S. venosa. MUFS 18235,

 162 mm SL.

s.possiは 眼 隔 幅 が 頭 長 の13.2-17.5%(15.3%)で あ

り,本 群 の 中 で 最 も 広 い 傾 向 が あ る(他 種 の 平 均

値 の 範 囲 は11.7-l4.5%;Table2).

Scorpaenopsis ramaraoiの 成 魚は浜骨 隆起 の先 端

が 尖 り,皮 膚 か ら露 出す る こ とか ら,本 群の他種

と容 易 に区別 され る(Fig,15).s.ramraoaiの 体 長

90mm以 下の幼魚 は涙骨 隆起 の先 端が皮 膚 に埋 没

す るが,涙 骨 隆起 の特 徴 が発現 して い ない幼魚 時

で も,類 似種s.cirrosa,と は側 線 上方鱗横 列 数で

容 易 に区別す る ことが で きる(前 者 は28幅52(48);

後 者 は54幅62(52);Table5).ミ ミ トゲオニ カサ ゴ

との比 較 は 上記 を参照.

Scorpaenopsis cirrOsaは 背 鰭 第4-5棘 が 最 長 棘 で

あ る こ と か らs.ramaｒ ａoiを 除 く 本 群 の 他 種 と容 易

に 識 別 され る(s.ramraarazosoiと の 比 較 は 上記 を 参 照}幅

ま た,ScirronSaは 側 線 上 万 鱗 横 列 数 が54-62(52)

(Table5)い 著 し く 多 い こ と か らS.orientallisいS

oxycephalaを 除 く他 種 と 容 易 に 区 別 さ れ る.scor-

paeｎopsps cirrSaは 後 者2種 と比 較 して,眼 隔 域 が

浅 く,体 側 面 か ら み て,眼 の 上 方 約1/4が 頭 部 の

輪郭 か ら突 出 す る こ と(後 者2種 で は眼 隔域 が 深

く,眼 の 突 出 は約1/2),お よ び吻 が短 く頭 長 の

28.9幅22.82(2037%)で あ る こ と(22幅8幅36幅6%;

Tab1e2)な どの 相違が み られ る.Scorpaenlopsis cir-

rosaの 胸 部 と腹 部 を除 く体 と各鰭 には小 さな黒 斑

点が 散在 す るが,こ の 色彩 的特 徴 は 日本 産本 属魚

類他 種 にはみ られ ない特 徴 であ る.

scorpaennospsis orientlis,S.oxyphalala,お よ び

Spaapuensis観 上 良 く類 似 す る こ と か ら,日 本

で は こ れ ま で 混 同 さ れ て き た(例 え ば 中 坊幅,1992,

2000;Nakabo,2002).し か し,& papuensisは 後

者2秤 と 比 較 し て,成 魚 で は 毛 鯉 蓋 骨 幅上方 棘 と 下

方 棘 の 間 に 鱗 が あ る こ と に よ り容 易 に 識 別 さ れ る

(後 者2種 で は 成 長 に よ ら ず 無 鱗).な お,大 型 の

S.cirrooaaとS.veanosaで も 主鯉 蓋 骨 上 方 棘 と 下方

棘 間 の 鱗 が 稀 に み ら れ る.ま た,S.papuensisは 側

線 鱗 横 列 数 が 少 な く42幅55(52:Table5)で あ る こ

と,吻 が 背1面 か ら み て や や 太 短 く(Fig.12D),吻

長 が 頭 長 の225幅2526%(22.22;Table2)で あ る こ

と,眼 は や や だ き く,眼 窩 径 が 頭 長 の12幅1-221%
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A

B

Fig.14. Drawings of right side of supraorbital re

gion of Scorpaenopsis cirrosa and S. possi in median 
view. Anterior to left in each case. A, S. cirrosa,

 MUFS 12872, 199 mm SL; B, S. possi, BPBM 29332 

(paratype), 84 mm SL. Bars 5 mm.

(18.8%;Table2)で あ る こ と か ら,S.orientalisとS.

oxycephalaの 両 種(側 線 鱗 横 列 数54-67,Randall

 and Eschmeyer,2002,Table5;吻 長 が 頭 長 の32.8-

36.6%,Table2;眼 窩 径 が 頭 長 の14.6-20.6%,

Table2)と は 識 別 さ れ る.

Scorpaenops oxycephalaは,S.orientalisと 極 め

て類似 す るが,成 魚 で は浅 い後頭 窩 の後縁 を縁取

る隆起線 が 欠如 す るこ とで,そ の隆起 線が 良 く発

達 す るS.orientalisと 容 易 に 区 別 され る(Figs.

13B-C).し か し,後 頭 窩 の窪みが 形成 され る前 の

幼 魚 では,こ の形 質で両種 を識 別 する こ とは難 し

い.Scorpaenopsis oxycephalaは 日本 か らこれ まで

1標 本 しか得 られて い ない ため,本 種 の計 数形 質

の 範 囲 ・最 頻 値 の 値 をRandall and Eschmeyer

(2002)の 報 告 したS.oxycephala25個 体 の デー タを

基 に,S.orientalisと の 比較 を行 った.Scorpaenop

sis oxycephalaは 胸 鰭 条数 が18-20(20),お よび側

線鱗 横列 数 が59-67(64)で あ る こ いか ら,そ れ ぞ

れ値 が18-19(18;Table3),お よ び54-60(57;Table

4)で あ るSorientalisと 識 別 す る こ いが可 能 で あ

る.

B群　 日 本 に は3種 が 分 布 し,最 大 体 長

136-234mmの 中 型 種 群.Scorpoenopsisdiabolus

A

B

Fig.15. Drawings of left side of upper  jaw and 
lacrimal of Scorpaenopsis cirrosa and S. ramaraoi in 
lateral view. Anterior to left in each case. A, S. cirrosa, 
MUFS 11433, 154 mm SL; B, S. ramaraoi, URM-P 
24717, 131mm SL. Bars 5 mm.

は本群 内のS.macrochirお よびS.neglectaと 比 較

して,上 後 側頭 棘がふつ う2-3尖 頭 であるこ い(後

者2種 ではふつ う単尖 頭),主 鰻 蓋骨 下方棘 の後端

が3-8尖 頭 で あ るこ と(ふ つ う単 尖頭),背 鰭 第3

棘 が最 長で あ るこ と(第4棘 が最 長),胸 鰭 条数 が

18で ある こ と(16-18(17);Table4),お よび胸鰭 内

側 の外 縁上 方 に眼径 よ り大 きい1黒 斑 があ るこ と

(1黒 斑 は な く,外 縁 近 くに1黒 色 帯が あ る;Es

chmeyer and Randall,1975:fig.17を 参 照)な どに

よって,容 易 に識 別す るこ とがで きる.た だ し,S.

diabolusの 大 型 個 体(体 長 約180mm以 上)とS.

neglectaは と もに上 後 側頭 棘 が鋸 歯状 を呈 す るた

め,こ の形 質 のみ で両 種 を区 別 で きない.ま た,

S.diabolusの 鯉 耙 数 は12-15(13)で あ り,14-15

(14)のS.macrochirと14-16(14)のS.neglectaよ り

若 干少 ない傾 向が ある(Tab1e4).

Scorpannopsis macrochirいS.niglectaは 形 態 的

に著 しく類 似 し,従 来 は頭 部各 棘が鋸歯 状 を呈 す

る(S.neglecta),あ る い は呈 さない(S.macrochｉr)

か に よって 両種 が区 別 され てい(Eschmeyer and

 Randall,1975;Randall and Eschmeyer,2002).し か

し,サ ツマ カサ ゴの幼 魚 は,稀 に鼻棘 以外 の頭 部

各棘 が鋸歯 状 を呈 さず,本 形 質 のみで両種 を明確
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Fig. 16. Snout region of Scorpaenop.sis macrochir 

and S. neglecta in dorsal view. Anterior to left in each

 case. Arrows and straight white lines indicate posi-

tions of posterior nostrils and posterior end of a bulge 

on the snout, respectively. A, S. macrochir, URM-P 

3964, 121 mm SL; B, S. neglecta, MUFS 12892, 121 

mm SL.

に区別 で きない.本 研 究 にお け る日本炭 両種 の詳

細 な調 査 の結 果,S.neglectsは 吻 膨 状部 の後縁 が

後鼻孔 後縁 を越 えない こ と(S.macroChirで は 越 え

る;Fig.16),お よ び鼻 棘 は鋸 歯 状 を呈 し,2-12

尖 頭 で あ るこ い(鋸 歯状 を呈 さず,上3本)か ら後

者 い容 易 に識別 で きる こ とが明 らか にな った.こ

の2形 質 はs.neglectaで は少 な くとも体長25mm

以 上,S.macochirで は52mm以 上の 個体 で 有効

である.ま た,S.neglectaはS.diabolusと 同様 に,

ふ つ う成 長 に伴 い4本 の眼下 骨棘 が 繋が り,鋸 歯

状 の1隆 起 線 を 形 成 す る の に 対 し,S.macrochirで

は4本 の 眼 下骨 棘 が 成 魚 で も 独 立 し て 存 在 す る.

さ ら に,S.neglectaは 吻 長 が 頭 長 の29.0-33.7%

(31.4%)で あ り,眼 隔 幅 が 頭 長 の20.8-27.2%

(24.0%)で あ る の に 対 し,S.macrochirで は 吻 長 が

頭 長 の26.2-30.0%(28.8%}と や や 短 く,眼 隔 幅 が

頭 長 の21,5-24.1%(22.7%)と や や 狭 い 傾 向 が あ る

こ と が 明 ら か に な っ た(Table2).な お,本 群 の 眼

窩 径 は,s.diabo0lus(頭 長 の14,4-19.9%(16.3%)),

s.neglecta(頭 長 の15.5-22.6%(18.-%)),S.

macrochir(頭 長 の19,4-23.%(20.7%))の 順 に 大 き

く な る 傾 向 が あ る(Table2).

C群 日 本 に は2種 が 分 布 し,最 大 体 長

62-65mmの 小 型 種 群.Scorpaenopsis cotticepsは

S.vittapinnaと 比 較 して,涙 骨 下縁 の 後 方 棘 が1巨

先 頭(後 者 で は2尖 頭;中 坊,-000:unnumbered

 fig.参 照),胸 鰭 条 数 が16-17Sl8-19;Table4),側

線 上 方 鱗汁黄列 数 が33-38(41-44;Table4),有 孔

側 線 鱗 数 が16-18(20-21;Table4),吻 膨 状 部 の

後 縁 が 後 鼻 孔 後 縁 を 越 え る(越 え な い),体 高 が 高

く,体 長 の35.2-42.2%(40.0%)(体 高 は 低 く,体

長 の36.0-36.1%(36.0%);Table2),お よ び 眼 窩 径

が 大 き く,頭 長 の23.4-30.8%(26.4%)(眼 窩 径 は

小 さ く,頭 長 の20.7-21.6%(21.-%);Table2)な

ど か ら 容 易 に 識 別 さ れ る,

日本産オニカサゴ属魚類の種検索表

1a.　主鰓蓋骨上方棘の後端は複尖頭;眼 隔域中

央隆起は欠如する …2

1b.　主鰓蓋骨上 方棘の後端は単尖頭;限 隔域 中

央隆起は発達する(但 し,幼 魚期は不明瞭

な個体もいる)….6

2a.　眼隔幅は眼窩径 より広い;背 鰭基底前方で

体の背縁が著 しく隆起する …3

2b.　眼隔幅は眼窩径 よ り狭い;背 鰭基底 前方で

体の背縁が隆起 しない …5

3a.　 上後側頭 棘 は2-3尖 頭(体 長180mm以 上 の

個体 は鋸 歯状 を呈す);背 鰭 棘 の中 で第3棘

が最 も長い;胸 鰭 条数 は18;胸 鰭 内側 の 上

方に長楕 円形 の1黒 斑 があ る;鯉 杷 数12-15

(13)… ニ ラ イカサ ゴS.diabolus

3b.　 上後側頭 棘 は単 尖頭 だが,鋸 歯 状 を呈 す;

背 鰭棘 の 中で 第4棘 が最 も長い;胸 鰭 条数

は16-18(17);胸 鰭 内側 の外縁 付近 に1黒 色

帯 があ る;鯉 耙数14-16(14)…4

4a.　吻膨状部の後縁 は後鼻孔 後縁を越える;頭

部各棘はふつ う鋸歯状 を呈.さない;鼻 棘は
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鋸歯 状 を呈 さず,1-3棘;吻 は短 く,吻 長

が頭長 の26-30%(29%)…

… マ ルスベ カサ ゴS
.macrochir

4b.吻 膨状部s後 縁は後鼻孔後縁 を越えない;

頭部各棘はふつ う鋸歯状 を呈す;鼻 棘は鋸

歯状 を呈 し,2-12尖 頭;吻 は長 く,吻 長は

頭長の29-34%(31%)…

… サッマカサゴS .neglecta

5a.涙 骨 下縁s後 方棘 は単 尖 頭;胸 鰭 条 数 は

16-17(17);側 線 上 方 鱗 横 列 数 は33-38

(36);有 孔 側線 鱗 数 は16-18(17);吻 膨 状 部

s後 縁 は後 鼻孔 後縁 を越 える;体 高 は高 く,

体 長 の35-42%い40%)…

… ヒメサ ッマ カサ ゴS.cotticeps

5b.涙 骨 下 縁s後 方 棘 は2尖 頭;胸 鰭 条 数 は

18-19;側 線 上 方 鱗…横 列数 は41-44;有 孔

側 線鱗 数 は20-21;吻 膨 状 部s後 縁 は後 鼻

孔 後 縁 を越 え ない;体 高 は低 く,体 長 の

36%・ コ ガタオニ カサ ゴSvittopinna

6a.後 頭窩は著 しく深 く,そ の前縁の隆起は背

面からみて直線かあるいは前方に湾入する

… ヒュウガカサゴS.venosa

6b.後 頭窩はやや深いあるいは浅 く,そs前 縁

の隆起は背面からみて後方に湾入する ・・

・・…7

7a.涙 骨 隆 起 の 先 端 は 尖 り,皮 膚 に 埋 没 し な い

・ ・ ・ ・ ・ ・ … イ ヌ カ サ ゴSrαmarraoi

7b.涙 骨隆起の先端は皮膚に埋没する …8

8a.成 魚 は眼後 棘 内側 の耳 棘 前方 に発達 したi

棘,幼 魚 は/J・瘤 を もつ;胸 鰭 条数 は17.18

(17)… ミ ミ トゲ オニカサ ゴSpossi

8b.眼 後棘内側s耳 棘前方に1棘 あるいは小瘤

をもたない;胸 鰭条数は17-20(18-9)
… …9

9a.眼 下縁窩は浅 い;眼 隔域は浅 く,体 側面か

らみて,眼 の上方約i/4が 頭部の輪郭から突

出す る;背 鰭棘s中 で第4-5棘 が最 も長

い;体 側お よび各鰭 に多数の小黒斑が散在

する(固 定後の標本でも明瞭)　

オニカサゴS.cirrosa

9b.眼 下縁窩は深 く,眼 窩前縁下方で最深;眼

隔域は深 く,体 側面か らみて,眼s上 方約

1/2が頭部s輪 郭か ら突出する;背 鰭棘の中

で第3棘 が最 も長い;体 側お よび各鰭 に小

黒斑が存在 しない …10

10a.成 魚は主鯉蓋骨上方棘 い下方棘の問に鱗 を

もつ;側 線上 方鱗横列数 は47-55(52);吻

は背 面 か らみてや や太 短 く,吻 長 は頭 長 の

33-36%(34%);眼 窩 径 は 頭 長 の17-22%

(19%)　 ウ ルマカサ ゴS.papuensis

10b.主 鯉 蓋骨 上方 棘 い下 方棘 の 問は無 鱗;※ 側

線 上 方鱗横 列 数 は54-67(57一64);吻 は 背面

か ら み て 細 長 く,吻 長 は頭 長 の33-37%

(35%);眼 窩 径 は頭長 の15-21%(17%)　

11

11a.成 魚 は浅 い後 頭窩s後 縁 を縁取 る隆起 線が

良 く発 達 す る;胸 鰭条 数 は18幅19(18);側

線 上方 鱗横 列数 は54-60い57)　

トウ ヨウウルマ カサ ゴS.orivntalis

11b.成 魚 は浅い後 頭窩s窪 み後 縁 を縁 取 る隆起

線 が欠 如 す る;※ 胸鰭 条 数 は18-20い20);

※ 側 線 上方 鱗横列 数 は59-67(64)　

オ オウルマ カサ ゴS.oxyoephala

※ オ オ ウルマ カサ ゴは 日本 か ら1標 本 しか得 ら

れて いな いため,検 索 表 中の計数 形 質s範 囲 ・最

頻値 の値 はRandall and Eschmeyer(2002)が 報 告 し

たオ オウルマ カサ ゴ25個 体 の デー タに基づ いた.
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